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こ
の
夏
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
挙

げ
る
な
ら
、
ま
ず
思
い
付
く
の

が
リ
オ
五
輪
。
水
泳
、
体
操
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
等
、
数

多
く
の
競
技
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
日
本
代
表
の
活
躍
は
観
る

者
を
熱
く
し
た
。
今
も
多
く
の

選
手
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
戦

う
▼
今
回
の
五
輪
は
開
催
地
の

政
治
や
治
安
の
問
題
か
ら
不
安

を
抱
え
て
い
た
。
東
京
五
輪
も

期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
問
題
を
解

決
し
て
こ
そ
充
実
し
た
大
会
に

な
る
の
だ
が
、
選
手
や
観
る
側

は
余
計
な
情
報
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
て
大
会
に
の
め
り
込
み

た
い
の
も
正
直
な
と
こ
ろ
。
新

た
な
都
知
事
と
国
の
連
携
を
見

守
り
な
が
ら
、
我
々
も
国
民
の

一
人
と
し
て
五
輪
歓
迎
ム
ー
ド

を
醸
成
し
て
い
き
た
い
▼
も
う

一
つ
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が

甲
子
園
。
全
力
で
白
球
を
追
う

球
児
た
ち
に
青
春
を
感
じ
る
夏

の
風
物
詩
だ
。
決
勝
を
戦
っ
た

の
は
栃
木
の
作
新
学
院
と
南
北

海
道
の
北
海
。
両
校
の
エ
ー
ス

の
大
車
輪
の
活
躍
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に

大
会
中
に
成
長
し
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
た
の
が
こ
の
二

人
で
あ
る
。
北
海
の
大
西
投
手

の
無
尽
蔵
の
ス
タ
ミ
ナ
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
作
新
学
院
の

今
井
投
手
の
低
め
に
決
ま
る
プ

ロ
顔
負
け
の
快
速
球
。
今
後
の

活
躍
に
も
期
待
が
か
か
る
▼
五

輪
や
甲
子
園
に
限
ら
ず
、
難
し

い
感
情
を
抜
き
に
し
て
観
る
者

を
感
動
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
ス

ポ
ー
ツ
の
力
。
最
近
は
我
々
と

同
世
代
の
活
躍
が
目
立
ち
、
私

も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い

う
気
に
も
さ
せ
ら
れ
る
。
困
難

な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
感
じ
た
い
。

青山学院大学
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●診療科目●

★インプラント
★ボドックス治療
★ヒアルロン酸　…etc

健康な歯と笑顔のために 藤田歯科医院
矯正治療

マウスピースタイプの新しい矯正治療。
「透明」「痛みがない」「取り外し自由」
 アンチエイジング、顎位修正も。

歯周病治療
歯茎の出血、歯肉の痛み、歯石、口臭…
気になる歯周病のいろいろな症状。
お気軽に検査から治療まで。

診察時間　　AM  9:00 ～ 11:30
　　　　　　　　PM 14:00 ～ 19:00

休診日　　日曜日 ・ 祝祭日

★インプラント
★ボドックス治療
★ヒアルロン酸　…etc

ホワイトニング
白く美しい歯で、自信にあふれた笑顔を。
歯へのダメージの少ない、レーザーによる
ホワイトニングも行っています。

青山学院の学生、教職員、卒業生、
IVYCS の職員には割引サービスも
行っております

ー青山学院大学ご用達ー

ーご予約 ・ お問い合わせー

TEL　０３ （３７９７） ００６６

ϞσϧͰλϨϯτͷླ໦ͪͳΈ͞Μ

青山祭２０１６

「青だ、進め。」前に前に！
今月の読みどころ

５面　おいしいごはん特集

新米の季節がやってきた！

おいしくごはんを食べるための

ヒントが詰まっています。

８面　繋がる特集

手紙、 無料通話アプリ、 郵便…
人と人とを 『繋ぐ』 ものの
魅力を探ります！

おいしくごはんを食べるための

ヒントが詰まっています。
おいしくごはんを食べるための

ヒントが詰まっています。
おいしくごはんを食べるための

ヒントが詰まっています。

今月の読みどころ

４面　宇宙特集

科学的視点から芸術まで、

宇宙のすがたに迫ります。

様々な角度から我々の知らない

５面　おいしいごはん特集５面　おいしいごはん特集５面　おいしいごはん特集

宇宙のすがたに迫ります。

様々な角度から我々の知らない
宇宙のすがたに迫ります。宇宙のすがたに迫ります。

様々な角度から我々の知らない
宇宙のすがたに迫ります。宇宙のすがたに迫ります。

様々な角度から我々の知らない
宇宙のすがたに迫ります。

人と人とを 『繋ぐ』 ものの人と人とを 『繋ぐ』 ものの
魅力を探ります！

手紙、 無料通話アプリ、 郵便…
人と人とを 『繋ぐ』 ものの人と人とを 『繋ぐ』 ものの

手紙、 無料通話アプリ、 郵便…
人と人とを 『繋ぐ』 ものの人と人とを 『繋ぐ』 ものの

今
年
度
の
青
山
祭
は
10
月
28
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で

の
合
計
３
日
間
行
わ
れ
る
。
今
回
も
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や

ラ
イ
ブ
な
ど
注
目
の
企
画
が
盛
り
沢
山
だ
。
こ
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
を
陰
で
支
え
る
青
山
祭
実
行
委
員
長
の
原
田

和
弥
君
（
済
３
）
に
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

青
学
新
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の
詳
細
は
こ
ち
ら
↓
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青山学院同窓祭

オール青山で

開催間近！！
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AOYAMA GREEN FESTIVAL 2016
2016 年 9月 22 日 （木） 青山キャンパス 9 ： 00 ～ 17 ： 30

11 時　  12 時　      13 時 　     14 時　       15 時　       16 時　       17 時

11：00 ～ 15：30「封じられた廊下からの招待状」
                                              ＠1 号館 3 階フロア

12：00 ～ 16：00　「青山寄席」
　　　　　　              ＠17 号館 17410 教室

15:00 ～ 15:30  陸上競技部応援ステージ＠本部前ステージ
18:30 ～ 20:30  同窓祭懇親パーティー＠アイビーホール「サフラン」
（参加費 4000 円、事前予約要） その他イベント盛り沢山 !!

各種お問合せ・お申込み
青山学院大学同窓祭実行委員会事務局

TEL：03-3490-8990 / FAX：03-3409-8975
     E-mail：dousousai@al-agu.com
     HP：http://aogaku-doso.jp開室日時：月・水・金（祝日除く）10:00～ 16:00

 13：30 ～ 15：00
  フランス文学科
  同窓会創設 20 周年
  記念講演会
 ＠17 号館 17406 教室

 13：20 ～ 15：40
   文学部日本文学科
創設 50 周年を祝う会
＠17 号館 17406 教室

 13：30 ～ 16：00
経営学部同窓会創設 15 周年
経営学部創設 50 周年基調講演
＠17 号館 17406 教室

16：00 ～ 17：30　
「高嶋ちさ子

  コンサート」
＠ガウチャー
メモリアルホール

    9:15~9:45
    開会式
＠本部礼拝堂

10:00~ オープニング
                   パレード
       ＠正門スタート

今
年
度
の
青
山
祭
の
テ
ー
マ

は
『
青
だ
、
進
め
。』。
信
号
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、『
青
』

に
は
青
山
学
院
や
青
学
生
と
い

う
意
味
の
ほ
か
、
若
さ
や
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
と
い
う
意
味
も
込
め

た
。「
信
号
が
変
わ
っ
て
人
々

が
歩
き
出
す
よ
う
に
、
皆
が
持

つ
『
青
さ
』
を
生
か
し
て
進
ん

で
い
く
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い

る
」
と
原
田
君
は
語
る
。

ラ
イ
ブ
ゲ
ス
ト
は
男
女
５
人

組
の
バ
ン
ド
、Aqua Timez

（
ア

ク
ア
タ
イ
ム
ズ
）（
写
真
左
下
）。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
ゲ
ス
ト
に
は
モ

デ
ル
で
タ
レ
ン
ト
の
鈴
木
ち
な

み
さ
ん
（
写
真
左
上
）、
落
語

家
の
三
遊
亭
円
楽
さ
ん
（
写
真

右
上
）、
俳
優

の
藤
木
直
人

さ
ん
（
写
真
左

中
）、
タ
レ
ン

ト
の
武
井
壮

さ
ん
（
写
真
右

中
）
が
登
場
す

る
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
の

ゲ
ス
ト
に
は
モ

デ
ル
の
堀
田
茜

さ
ん
（
写
真
右

下
）を
迎
え
る
。

今
年
も
青

山
祭
実
行
委

員
の
熱
い
思

い
が
詰
ま
っ
た

様
々
な
企
画
が

目
白
押
し
だ
。

『
青
』
に
な
る

ま
で
、
今
か
ら

待
ち
き
れ
な

い
。

第
23
回
青
山
学
院
同
窓

祭
（AOYAM

A
 GREEN 

FESTIVAL

）
が
、
９
月
22
日

に
開
催
さ
れ
る
。
同
窓
祭
と
は
、

本
学
校
友
会
大
学
部
会
を
中
心

に
、
卒
業
生
の
手
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
学
園
祭
だ
。
立
ち
並

ぶ
出
店
や
老
若
男
女
に
向
け
た

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
例
年
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

実
行
委
員
長
の
古
澤
浩
一
さ

ん
は
、
在
校
生
も
ぜ
ひ
同
窓
祭

を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
語
る
。
た

だ
大
学
に
い
る
だ
け
で
は
卒
業

生
と
の
交
流
は
な
か
な
か
難
し

い
。
通
り
の
出
店
か
ら
イ
ベ
ン

ト
ま
で
卒
業
生
自
ら
表
に
出
る

同
窓
祭
は
、
本
学
の
大
先
輩
と

直
接
交
流
し
将
来
の
手
が
か
り

を
得
る
絶
好
の
機
会
だ
。

今
年
度
の
同
窓
祭
で
は
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
高
嶋
ち
さ

子
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
を
始
め
、
サ
イ
バ
ー
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
代
表
・
藤
田
晋
氏
の

講
演
、
お
餅
つ
き
や
公
開
講
座

な
ど
多
く
の
企
画
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
今
年
度
初
の
試
み
と
し
て
、

『
ナ
ゾ
ト
キ
×
脱
出
』
を
テ
ー
マ

に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
。
１
号
館

３
階
フ
ロ
ア
を
ほ
ぼ
全
て
用
い

た
先
輩
方
本
気

の
ミ
ス
テ
リ
ー

は
、
一
見
の
価

値
あ
り
だ
。

交
流
に
イ
ベ

ン
ト
に
、
様
々

な
楽
し
み
方
の

あ
る
同
窓
祭
。

こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
積
極
的
に
利

用
し
た
い
。
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大
学
概
要
・
入
試
概
要
紹
介

や
入
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

個
別
進
学
相
談
の
ほ
か
、
本
学

の
教
員
に
よ
る
学
部
紹
介
や
模

擬
授
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

歓
迎
礼
拝
や
現
役
学
生
ガ
イ
ド

17
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
リ
オ
五
輪
が
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。
日
本
と
現
地
の

時
差
は
約
12
時
間
。
深
夜
の
生

中
継
観
戦
で
連
日
寝
不
足
の
学

生
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ

で
さ
え
日
本
人
は
不
規
則
な
睡

眠
傾
向
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。

日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
戦
後
減

少
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
傾
向

は
他
国
と
比
べ
て
も
顕
著
だ
。

加
え
て
夜
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
も
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
貫
し
た
睡
眠
時
間
の

減
少
傾
向
に
つ
い
て
、
本
学
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
を

務
め
る
稲
垣
中
さ
ん
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
。「
睡
眠
時
間
の
減
少

は
う
つ
病
の
リ
ス
ク
も
増
加
さ

せ
る
」
と
話
す
稲
垣
さ
ん
は
、

体
内
時
計
を
狂
わ
せ
る
３
つ
の

原
因
が
、
睡
眠
リ
ズ
ム
の
乱
れ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

３
つ
の
原
因
と
は
「
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

と
、
い
ず
れ
も
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

を
発
す
る
電
子
機
器
で
あ
る
。

　「
就
寝
前
に
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

を
浴
び
る
こ
と
で
、
メ
ラ
ト
ニ

ン
と
い
う
睡
眠
を
促
す
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
抑
制
さ
れ
、
眠
り

に
つ
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
場

合
が
あ
る
」。
本
来
で
あ
れ
ば

毎
朝
太
陽
光
を
浴
び
る
こ
と
で

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
は
ず
の
体
内

時
計
が
、
電
子
機
器
が
発
す
る

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
不
調

を
き
た
し
、
不
眠
を
招
く
原
因

と
な
る
の
だ
。
体
内
時
計
の
狂

い
は
、
慢
性
的
な
も
の
に
な
る

と
深
刻
さ
を
増
す
。
現
在
、
日

本
で
は
約
５
人
に
１
人
が
睡
眠

に
関
す
る
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、

長
期
に
わ
た
る
睡
眠
障
害
は
高

血
圧
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

な
ど
の
身
体
的
な
問
題
や
う
つ

病
を
は
じ
め
と
し
た
精
神
医
学

的
問
題
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ

り
、
侮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

睡
眠
障
害
の
少
な
く
と
も
一

部
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
弊
害
と

も
言
う
べ
き
現
代
病
か
も
し
れ

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
自
分

の
裁
量
で
時
間
の
使
い
方
を
決

め
や
す
く
、
睡
眠
リ
ズ
ム
が
乱

れ
が
ち
な
学
生
の
生
活
に
お
い

て
特
に
注
意
が
必
要
な
も
の
で

あ
る
。
昨
年
実
施
さ
れ
た
広
島

大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
で

は
、
約
６
割
の
学
生
が
睡
眠
時

間
の
不
足
や
睡
眠
の
質
へ
の
不

満
を
感
じ
て
お
り
、
医
学
的
な

相
談
が
必
要
な
睡
眠
障
害
の
疑

い
が
あ
る
学
生
が
7.8
％
に
の
ぼ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

１
日
の
３
分
の
１
を
睡
眠
に

充
て
る
と
考
え
る
と
、
実
に
人

生
の
25
年
ほ
ど
が
睡
眠
時
間

と
な
る
。
こ
れ
だ
け
長
い
時
間

を
費
や
す
生
活
習
慣
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
質
を
高
め
る
こ
と
は

人
生
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
。
学
生
時
代

に
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
て
お
く

こ
と
は
、
社
会
人
と
し
て
の
準

備
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
稲
垣

さ
ん
は
「
環
境
の
変
化
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
に
晒
さ
れ
や
す
い
新

入
社
員
は
、
特
に
睡
眠
時
間
を

十
分
に
確
保
す
る
よ
う
に
気
を

付
け
る
べ
き
」
と
話
し
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
対
す
る
睡
眠
の
有

効
性
も
強
調
し
た
。

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
寝
起

き
す
る
こ
と
や
、
起
床
時
に
太

陽
光
を
浴
び
る
こ
と
な
ど
、
良

い
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

心
身
の
健
康
を
保
持
す
る
上
で

重
要
と
な
る
。
ま
た
、
今
後
も

続
い
て
い
く
電
子
機
器
と
の
上

手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る
こ

と
も
大
切
だ
。
就
寝
の
２
時
間

前
か
ら
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
浴

び
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
理
想

だ
が
、
ま
ず
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
明
る
さ
を
調
節
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
み
て
も
良
い
か
も

し
れ
な
い
。
長
い
目
で
見
た
健

康
の
た
め
に
、
一
度
自
ら
の
睡

眠
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

　
　（
鈴
木
梨
恵
）

２
０
１
６
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
８
月
３
日
か
ら
８
月
５
日
に
か
け
て
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
。
３
日
間
で
延
べ
３
万
５
７
６
６
人
の
高
校
生
や
そ
の
保
護
者

が
来
場
し
、
大
学
の
雰
囲
気
に
触
れ
た
。 

珈
琲
待
夢 ؂ಜɾ٭本：த໺ྔଠ

ओ演：ٶ୔Γ͑

　幸野家は銭湯「幸の湯」を営んでいたが、父が1 年前

に出奔し休業状態になっていた。明るく気丈な母・双葉

（宮沢りえ）はパートをしながら娘を育てていたが、突然

勤め先で倒れ、医師から「余命わずか」という宣告を受

ける。その日から彼女は絶対にやっておくべきことを決

め、実行していく。母の行動により家族は再び集まり、ぶ

つかりあいながらも絆を強めていく。そして家族は、究極

の愛を込めて母を葬ることを決意する――。

　全編にわたり家族の愛と驚きにあふれた作品。母への

愛が込められた思いがけないラストは必見だ。
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青
学
を
肌
で
感
じ
る
３
日
間

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

行
わ
れ
、
来
場
者
が
本
学
の
雰

囲
気
を
大
い
に
体
感
で
き
る
３

日
間
と
な
っ
た
。

英
米
文
学
科
で
はGregory 

Strong
教
授
が
『Intercultural 

Communication
』
と
題
し
た
模

擬
授
業
を
展
開
。
授
業
は
全
て

英
語
で
行
わ
れ
、
資
料
と
映
像

を
用
い
な
が
ら
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
を
説
明

し
た
。
大
教
室
の
席
が
埋
ま
る

ほ
ど
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
受

講
者
た
ち
は
教
授
の
説
明
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
た
。

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ

た
企
画
も
あ
る
。
経
営
学
部
の

企
画
『
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験 

೥΋ଟ͘ͷདྷ৔ऀͰ೐Θͬͨࠓ

―
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
』
で

は
、
班
分
け
さ
れ
た
来
場
者
の

間
に
経
営
学
部
の
学
生
が
入

り
、「
新
し
い
お
に
ぎ
り
（
具
材
）

を
考
え
よ
う
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
ま
た
、
総
合
文
化
政

策
学
部
は
『
話
そ
う
！ 

現
役
学

部
生
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
』
と

題
し
た
企
画
を
展
開
。
現
役
学

生
が
登
壇
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
載
っ
て
い
な
い
当
学
部
の

魅
力
を
熱
く
語
っ
た
。
来
場
者

は
、
現
役
学
生
の
生
の
声
を
興

味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

ま
た
、
当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め
多
数

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

し
た
。
学
生
ポ
ー
タ
ル
で
の
募

集
を
見
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
応

募
し
た
と
い
う
堀
江
綾
子
さ
ん

（
法
２
）
は
「
た
く
さ
ん
の
人

の
助
け
に
な
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

３
日
間
、
終
始
賑
わ
い
を
見

せ
続
け
た
２
０
１
６
年
度
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
来
場
者
の

目
に
、
本
学
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

青山ܖᨈទᝰ˟

パーカー、
気軽なおしゃれを

人
生
の
質
を
左
右
す
る　

睡
眠
の
25
年

帰
国
報
告
会

留
学
で
得
た
も
の

こ
こ
に
発
表

交
換
留
学
経
験
者
に
よ
る

「
帰
国
報
告
会
」
が
６
月
30

日
か
ら
７
月
15
日
に
か
け
て
、

１
７
４
０
３
教
室
な
ど
で
計
６

回
行
わ
れ
た
。
交
換
留
学
か

ら
帰
国
し
た
学
生
の
体
験
発
表

に
、
訪
れ
た
学
生
た
ち
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

７
月
14
日
の
報
告
会
で
は
、

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
州
立
大
学
に
留

学
し
た
大
沼
夏
子
さ
ん
（
国

３
）
と
デ
ポ
ー
大
学
に
留
学
し

た
森
絵
里
香
さ
ん
（
国
３
）
が

登
壇
。
集
ま
っ
た
学
生
を
前
に
、

ま
ず
大
沼
さ
ん
が
発
表
を
始
め

た
。
初
め
に
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

州
立
大
学
の
特
徴
を
紹
介
。
そ

し
て
留
学
の
動
機
や
準
備
に
つ

い
て
語
っ
た
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
多
く
の
写
真
を
映
し
な

が
ら
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
振

り
返
っ
た
。
最
後
に
勉
強
と
遊

び
の
両
立
な
ど
大
変
だ
っ
た
こ

と
、
留
学
で
得
た
気
づ
き
を
語

り
、
話
を
締
め
た
。

続
く
森
さ
ん
も
同
様
の
流
れ

で
発
表
を
行
う
。
留
学
に
向
け

てIELTS

の
受
験
やGPA3.0

以
上
の
キ
ー
プ
な
ど
様
々
な
こ

と
を
心
掛
け
た
と
明
か
し
た
。

ま
た
デ
ポ
ー
大
学
で
の
勉
強
で

「
青
学
パ
ー
カ
ー
」
と
い
え
ば

知
っ
て
い
る
学
生
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
ん
な
パ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
本
学
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ア
パ
レ
ル
商
品
に
つ
い

て
㈱
ア
イ
ビ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス

の
永
田
健
一
さ
ん
と
小
沼
往
博

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

購
買
会
で
販
売
さ
れ
る
ア
パ

レ
ル
商
品
は
主
に
パ
ー
カ
ー
と

Ｔ
シ
ャ
ツ
だ
。
パ
ー
カ
ー
は
、

薄
手
の
生
地
で
で
き
た
春
夏
向

け
の
も
の
と
裏
起
毛
の
秋
冬
向

け
の
も
の
が
あ
り
、
形
は
ジ
ッ

プ
式
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
２

種
類
。
ネ
イ
ビ
ー
や
黒
、
グ
レ

ー
と
い
っ
た
定
番
色
の
人
気
が

根
強
い
が
、
箱
根
駅
伝
の
影
響

か
本
学
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で

あ
る
グ
リ
ー
ン
も
人
気
が
出
て

い
る
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
パ
ー
カ
ー

と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
限
定
の
パ
ス
テ

ル
カ
ラ
ー
も
人
気
を
博
し
た
。

パ
ー
カ
ー
は
月
に
よ
り
多

少
変
化
す
る
が
、
７
月
に
は

１
０
０
枚
ほ
ど
売
れ
た
そ
う

だ
。
特
に
青
山
祭
が
近
く
な
る

と
購
入
す
る
学
生
が
増
え
、
１

日
に
50
枚
ほ
ど
売
れ
て
品
切
れ

を
起
こ
す
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

価
格
の
手
ご
ろ
さ
と
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
で
、
実
は
他
大
学

の
学
生
に
も
人
気
が
高
い
。

気
軽
に
着
ら
れ
る
の
が
パ
ー

カ
ー
の
利
点
だ
と
い
う
。
た
ま

に
は
気
軽
な
お
し
ゃ
れ
を
楽
し

ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

BUTVJ�BJ�DPN

は
、
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
な
ど
本

学
で
は
取
れ
な
い
授
業
を
履
修

し
た
こ
と
を
紹
介
。
学
ん
だ
こ

と
に
つ
い
て

「sorry

を
言
う

と
負
け
の
文
化

な
の
で
心
が
強

く
な
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

終
了
後
、
会

場
で
は
話
者
の

二
人
に
個
別
に

質
問
す
る
学
生

の
姿
が
多
数
見

ら
れ
た
。
留
学
を
考
え
る
学
生

に
は
、
留
学
経
験
者
の
生
の
声

は
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

Ｔシャツで
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『
第
47
回YAMANO BIG BAND JAZZ CONTEST

』
が
８
月
13
、
14
日
に
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
ロ
イ
ヤ
ル
サ
ウ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
出
場
し
、
第
７
位
で
あ
る
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

ਅ݋ͳද৘Ͱ࿅शʹྟΉϝϯόʔͨͪ

　　　Job-hunting-activities Times 『就活支援ジャーナル』は就活生とまだ見ぬ優良成長企業を結びつけるフリーペーバーです

発行

2 〜 5  優良成長企業特集
6 〜 7  応援メッセージ
8 〜 9  2016年卒採用動向
10〜11 大学生記者が訪ねる
12〜14 起業家に聞く

主なTOPICS

陽春号 

ました。
　高校ではダンス部に所属
して、部活動に専念するの
と同時に同級生とたくさん
遊んだり、用もないのに職
員室に押しかけて、先生と
他愛もない話で時間を過ご
したり。私って学校が大好
きなんです。そんな高校時
代でしたが、進路選択の時
期になって 2 回目の転機
が訪れました。興味があっ
た心理学を学べる大学に進
学しようかと悩んでいた
時、テレビドラマの出演が
決まったんです。その現場
で出会った監督の演技指導
に感銘を受けて、「私がい
まこの瞬間にやりたいこと
は芸能活動だ」と改めて悟
りました。その気になれ
ば、年齢を経ても大学進学
はできますので、いましか
できないことに挑戦しよう
と思ったのです。
　私の決断を両親は受け入
れ、ずっと応援してくれて
います。最近、ドラマや
CMに出演する機会が増
え、とても喜んでくれてい
ますが「頑張っている彩芽
は応援する。でも彩芽一人
が“スゴイ”のではない」
と甘やかさず、叱咤激励し
てくれています。

　7歳の時、遊園地でプロ
のカメラマンに撮影された
ことがきっかけでモデルを
目指すようになりました。
思い切って受けた「国民的
美少女コンテスト」で 10
歳の時にスカウトされまし
た。それ以来、ずっと芸能
活動をしています。
　振り返れば私の人生の転
機は2回あったように思い
ます。最初は中学校卒業間
際に決まった『Seventeen』
の専属モデル。モデルとし
て第一歩を踏み出せたこと
で、「この仕事で頑張ろう」
と気持ちを固めることがで
きました。ですから、高校
はお仕事を優先させてもら
えるところに進学し、学業
と芸能活動の両立を頑張り

　幼い頃からずっと仕事を
してきたからなのか、自分
が働いているといった意識
はありませんでした。けれ
ども 22 歳を迎えて、大学
新卒者のみなさんと同じタ
イミングだと考えると、仕
事に取り組む気持ちがより
一層高まります。
　今回出演させていただい
た、松本清張先生原作「黒
い画集−草−」では、複雑
な人間関係に翻弄される
「沼田亜衣」を演じました。
場面に応じた表情の変化や
セリフに込める気持ちの入
れ方など、集中して演じる
シーンが多くて正直難しい
役柄でした。それに、村上
弘明さんや陣内孝則さんな
ど、大物俳優陣に囲まれた
環境でしたので、緊張感も
とても大きかったように思
います。演じ終えたいまで
は、女優として一歩前進で
きた手応えがあります。
　芸能活動を通じて感じる
のは「仕事は一人でするも
のではなく、関わるすべて
の人と協力して進めるも
の」だということ。社会に
一人で出ていくことは、プ
レッシャーや不安もありま
すが、実際は一人ではあり
ません。必ず周りに助けて
くれる人がいるはずです。
就職活動だからと肩肘を張
らずに、自分の興味がある

直筆サイン入り写真を
プレゼント！

アンケートに
ご回答いただいた
中から1名様限定で

応募方法  スマートフォンから
右の 2 次元バーコードで、特
設サイトにアクセス。必要事
項を記入の上、アンケートに
答えて応募してください。

剛力 彩芽 

本紙のご感想をお寄せください！

Information 
テレビ東京開局50周年特別企画
松本清張「黒い画集‐草‐」
3月25日（水）21時〜23時8分
出演：剛力 彩芽、村上 弘明、

陣内 孝則 ほか。

PROFILE
ごうりき・あやめ● 1992年生まれ。神奈川県出身。女優・歌手とマルチな
活躍に加えて、数々のテレビコマーシャルにも出演するなど、多彩な才能を
発揮。4 月 8 日にはファーストアルバム「剛力彩芽」をリリース予定。

さん ことから取り組んでいって
欲しいと思います。
　自分を信じて前に進んで
行けば、周りの人が応援し
てくれますので、怖がらず
に、まずは最初の一歩を踏
み出しましょう。

COVER
INTERVIEW

社
会
に
出
れ
ば
視
野
が
広
が
る

自
分
を
信
じ
て
挑
戦
し
よ
う

剛力 彩芽

芸能活動を一生の仕事に
2回の転機が運命を変えた!

社会に出ることは挑戦すること
怖がらないで飛び込んで!!

　一度聞いたら忘れられないインパクトのある名前と相反して、愛くる
しい笑顔と何事も全力で取り組む姿勢が好感を呼び、あっという間にス
ターダムを駆け上がった剛力彩芽さん。
　女優業に加えて、昨年は歌手デビューも果たすなど、ますます活躍の
幅を広げる彩芽さんに「仕事」についてお話を聞きました。

女優・歌手

優良成長企業に関する最新情報満載!!

大学新聞社は就職活動に取り組む
大学生を応援しています。
グローバル化が進展するいま、新卒者に求められる能力は変わってきています。
そうした社会の変化に注目し、大学生の就職活動を応援すべく
『就活支援ジャーナル』は創刊しました。
第一線で活躍する企業人の声や優良成長企業の紹介など、
就活を上手に進めるヒントや情報を満載しています。

　　　Job-hunting-activities Times［通巻第15号］ 『就活支援ジャーナル』は就活生とまだ見ぬ優良成長企業を結びつけるフリーペーバーです

発行

2 〜 7   優良成長企業特集
8 〜 9  応援メッセージ
10〜11  いま注目の4業界
13  社長が語る
14〜17 大学生記者が訪ねる
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主なTOPICS

就職試験を受けに行ってい
る姿を見た時は、不安に感
じることもありましたが、
「俳優になりたい！」とい
う一心で自分を売り込んで
いました。
　そして、幸運にも所属事
務所が決まり、まずはモデ
ルとしてデビューした後、
俳優としての活躍の幅も
徐々に広げていくことがで
きました。夢をあきらめず
に行動すれば、決して不可
能なことはないと感じた瞬
間でした。

　今回主演した映画「俺物
語 !!」では主人公の高校 1
年生・剛田猛男を演じてい
ます。原作での設定は身長
2㍍、体重 120㌔と屈強な
肉体の持ち主でしたので、
原作の役柄に少しでも近づ
けようと、約 30㌔の増量
を行いました。
　映画の内容は、猛男が
ピュアな女子高生・大和凛
子（演：永野芽郁）を街中
で助けたことから凛子に一
目ぼれしてしまう青春ラブ
ストーリーです。
　「猛男の包容力」「凛子を

　小さい頃から、ジャッ
キー・チェンやアーノルド・
シュワルツェネッガーと
いった世界的俳優の映画が
大好きで、頻繁に見ていま
した。そうした影響もあっ
て、語学にはもともと興味
がありましたし、「将来は
俳優になりたい！」と、漠
然と考えていました。
　高校時代は語学に力を入
れている学校に進学し、ア
メリカ・オクラホマ州の高
校に1年間の留学も経験し
ました。
　卒業後は、俳優になるた
めに上京したいという気持
ちと、語学の勉強を続けて
いきたいという両方の思い
がありましたので、東京外
国語大学に進学して、憧れ
のキャンパスライフをス
タートさせました。
　大学入学後は、将来の俳
優業に少しでも活かせるよ
う「演劇サークル」に入り
ました。
　そして、就職活動の時期
になると自分のプロフィー
ルを持って芸能事務所や制
作会社 50 社以上をまわり
ました。周りの友人たちが

一途に思い続ける純情な恋
模様」「親友との深い絆」
など、見どころ満載の青春
映画に仕上がっていますの
で、ぜひ劇場に足を運んで
欲しいですね。

　自分はもともと「俳優に
なりたい！」という目標が
ありましたので、自然とそ
の実現に向けて行動してい
ました。特に大学時代は語
学を専攻していましたの
で、ゆくゆくは海外の映画
などにも活躍の場を広げて
いければと考えています。
　しかし、多くの大学生た
ちは希望の就職先が見いだ
せずに、悩んでいる人も決
して少なくないのではない
でしょうか。
　そんな将来の目標が決ま
らない人は、まずはいろい
ろなことに挑戦してみるの
が良いと思います。何かに
情熱を傾けてみると、その
ことが好きになったり、逆
にこれは合わないなといっ
たことが分かってきて、自
分の希望の道が見えてくる
かも知れません。
　そして、自分のやりたい
ことが決まったら、その目
標に向かって頑張って欲し
いですね。熱い想いを志望
企業の採用担当者に伝えれ
ば、きっと良い結果がつい
てくると思います。

PROFILE
すずき・りょうへい●1983年3月29日生まれ。兵庫県出身。東京外国語
大学卒業。2006年俳優デビュー。NHK朝ドラ「花子とアン」で注目を集
め、その後「ホットロード」「予告犯」「天皇の料理番」など多数の話題作に
出演。今後の活躍が最も期待される俳優の一人。

累計400万部を突破している
大ヒットコミックが完全実写化。
男の中の“漢

おとこ

”・剛田猛男を鈴木亮平さんが
熱演する純情青春ラブストーリー。
2015年10月31日より全国東宝系にて
ロードショー
Ⓒアルコ・河原和音／集英社
Ⓒ2015映画「俺物語 ! ! 」製作委員会

累計400万部を突破しているIn
for
mat
ion

400万部を突破している

優良成長企業に就職したい学生はこちらを検索!

 【設立趣旨】
　近年の大学生・短大生の就職事情
は、ウェブサイトによる就職活動が
中心となり、学生の大企業ブランド
志向が助長される一方、優良な技術
や企業風土を持つ中堅・中小企業の
採用枠が活かされていません。
　私たちはこうしたミスマッチや課
題を解消するべく、学生の判断基準
となる「優良成長企業認定制度」を
設立し、学生と企業双方への支援事
業に取り組んでいます。

運営：イノベーションズアイ事務局

後援：株式会社ライセンスアカデミー
フジサンケイビジネスアイ
株式会社ノーズフー

COVER
INTERVIEW

情
熱
を
持
っ
て
就
活
す
る
こ
と
が

内
定
へ
の
近
道

鈴木 亮平さ　
　ん

小さい頃から「俳優になりたい！」
就活では自分を売り込む日々

　テレビドラマや映画、舞台など多岐にわたる活躍で、いま大きな注目を集
めている鈴木亮平さん。
　主演映画「俺物語!!」の公開を10月31日に控え、今後ますます活躍が期待
されています。
　鈴木さんを訪ね、これまでの人生や同映画の見どころ、就職活動における
ポイントなどについてお話をうかがいました。

俳優

「俺物語!!」では30㌔の増量
主人公・剛田猛男を熱演

情熱を持って就活をすれば
採用担当者に思いは伝わる

優良成長企業に関する最新情報満載!!

〒169-0073　東京都新宿区百人町2-17-24
TEL 03-5925-1668　FAX 03-5925-1669

全国の
大学・短大で
配布中
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担任のワーデン先生が泣いて

いる。新しい先生が教室に来て、

居場所がなくなったみたいだっ

た。先生が可哀想だ。それに、

なんだか怖かった。

綺麗で若い、知らない国の先

生は、僕らに優しく話しかけて

きた。朝に教室ですることを聞

かれたから、「こっきにちゅうせ

いをちかう」って教えてあげた。

そしたら今度は、先生からいろんなことを教えてくれた。

ちゅうせいをちかうこと、旗のこと、僕らのお父さんや

お母さんが考えていること、それから――。

僕らは皆、新しい先生が好きになっていた。先生の言

うことをよく聞いて、頑張って勉強しようと思った。

敗戦後最初の授業、23 分間の出来事――。　　（文）

․‥Ў᧓↝ួڈ
ジェームズ・クラベル

今
年
で
39
回
目
の
出
場
と
な

る
本
学
。
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ

ー
の
小
山
晋
吾
君
（
営
３
）
は
、

今
年
は
特
に
下
級
生
が
多
く
、

固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
メ

ン
バ
ー
だ
と
語
る
。「
コ
ピ
ー
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
理
解
し

表
現
す
る
音
楽
が
強
み
。
絶
対

に
入
賞
、
で
き
れ
ば
５
位
以
内

を
目
指
し
た
い
」
と
、
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
露
わ
に
し
た
。

全
国
か
ら
集
っ
た
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
渾
身
の
演
奏
を
披

露
す
る
中
、
本
学
の
演
奏
は

力
強
い
イ
ン
ト
ロ
で
幕
を
開
け

る
。
１
曲
目
『Invitation

』
は

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ラ
テ
ン
ジ

ャ
ズ
だ
。
圧
巻
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

か
ら
の
盛
り
上
が
り
に
、
会
場

の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
高
ま
っ
て
ゆ

く
。
２
曲
目
の
『Subway

』
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
。
鐘
の
音
の
よ
う
な
印

象
的
な
音
色
や
、
電
子
楽
器
を

駆
使
し
た
独
特
の
世
界
観
が
観

客
を
魅
了
す
る
。
そ
こ
か
ら
畳

み
掛
け
る
よ
う
に
続
く
３
曲
目

『Reza

』
の
、
メ
タ
ル
調
に
仕

上
げ
ら
れ
た
ク
ー
ル
な
音
色
が

響
き
渡
っ
た
。
ま
っ
た
く
違
う

表
情
を
見
せ
て
ゆ
く
音
楽
た
ち

は
、
瞬
く
間
に
会
場
の
雰
囲
気

を
作
り
変
え
て
ゆ
く
。
楽
し
げ

に
ビ
ー
ト
を
刻
む
メ
ン
バ
ー
た

ち
に
、
会
場
中
が
熱
気
に
包
ま

れ
、
本
学
の
演
奏
は
大
き
な
拍

手
で
幕
を
閉
じ
た
。

審
査
員
の
１
人
で
あ
り
、
サ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ン
奏
者
の
本
田
雅

人
氏
は
「
皆
で
サ
ウ
ン
ド
を
楽

し
ん
で
い
る
。
音
楽
も
音
量
も

全
て
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
よ

く
、
気
持
ち
よ
く
聞
こ
え
た
」

と
講
評
。
今
後
へ
の
期
待
を
込

め
た
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
た
。

２
日
目
の
結
果
発
表
、
本
学

は
７
位
の
特
別
賞
を
受
賞
。
ま

た
同
団
体
か
ら
１
名
が
、
優
秀

ソ
リ
ス
ト
賞
に
輝
い
た
。
目
標

に
は
一
歩
届
か
な
い
な
が
ら
も
、

昨
年
の
14
位
か
ら
大
き
く
躍
進

し
た
結
果
に
。
来
年
以
降
の
演

奏
に
も
期
待
が
高
ま
る
ば
か
り

で
あ
る
。

Music Box Society Circle 
Live 2016 summer 

『flower

』

が
９
月
13
日
、
青
山
学
院
ア
ス

タ
ジ
オ
で
開
か
れ
た
。
創
立
４

年
目
を
迎
え
た
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ルMusic Box Society

（
Ｍ

Ｂ
Ｓ
）
に
と
っ
て
初
の
サ
ー
ク

ル
ラ
イ
ブ
。
今
夏
の
努
力
の
成

果
が
花
開
い
た
。

今
回
の
ラ
イ
ブ
の
テ
ー
マ
は

『fl ower

』。
と
あ
る
花
屋
を
訪

ね
て
く
る
様
々
な
人
を
描
い
た

影
絵
風
の
映
像
作
品
を
挟
み
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
言
葉
に

沿
っ
た
楽
曲
を
披
露
し
た
。
ま

ず
は
大
人
数
で
『
フ
ラ
ワ
ー
』

を
歌
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
。
映
像
を
挟
ん
だ
後
、
１
組

目
Ｙ
Ｙ
が
、「
恋
の
芽
生
え
」
が

花
言
葉
で
あ
る
ポ
ピ
ー
に
な
ぞ

ら
え
て
『Darling

』『GO FOR 
IT!!

』
の
２
曲
を
歌
う
。
男
女
混

声
の
ア
カ
ペ
ラ
で
、
恋
の
始
ま

り
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
見
事
に
演

じ
た
。

特
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
の
は
休
憩
後
、
５
組
目
の

Bilili s Boot Camp

。
軽
妙
な

ト
ー
ク
と
曲
中
の
振
付
で
『Bi-

Li-Li Emotion

』
を
歌
い
、
会

場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
押
し
上
げ

た
。
こ
の
日
は
計
９
組
が
『
明

日
が
あ
る
さ
』

『
未
来
予
想
図

Ⅱ
』
な
ど
を
披

露
。
最
後
は
全

員
で
『
愛
を
込

め
て
花
束
を
』

を
歌
い
、
幕
を

閉
じ
た
。

終
演
後
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
た
大
澤

由
実
菜
さ
ん

（
総
３
）
は
「
ほ
っ
と
し
た
と
い

う
よ
り
寂
し
い
」
と
一
言
。
次

回
以
降
の
開
催
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
と
し
て
毎
年

１
回
は
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
の
ぞ
か
せ
た
。

花言葉と歌で

届けるメッセージ

仲
間
と
つ
な
ぐ

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

に
尽
力
す
る
。
こ
う
し
て
開
設

さ
れ
た
の
が
地
球
社
会
共
生
学

部
だ
。
来
る
べ
き
ア
ジ
ア
の
時

代
に
備
え
て
、
一
人
ひ
と
り
が

日
本
を
飛
び
出
し
、
世
界
中
の

人
々
と
共
に
働
き
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
育
成
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
す
る
こ
の
学
部
は
、
留

学
を
必
須
と
し
、
徹
底
し
た
英

語
授
業
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
途
上
国
・
新
興
国

で
役
立
つ
社
会
科
学
を
学
べ
る

と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

「
そ
の
時
々
に
与
え
ら
れ
た

立
場
で
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と

で
次
の
道
が
開
け
て
き
た
」「
そ

の
過
程
で
多
く
の
素
晴
ら
し
い

教
員
、
職
員
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
語
る
平
澤
教
授
。
今
後

も
学
部
や
本
学
の
発
展
に
貢
献

し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ဃƖƯƍǔ᪦ಏưλចௐƨƢ
YAMANO BIG BAND JAZZ CONTEST

大
樹

年
輪

の

  

第
９
回

　
　平
澤 

典
男 

教
授

現
在
、
地
球
社
会
共
生
学

部
の
学
部
長
を
務
め
る
平
澤
教

授
。
本
学
に
就
任
し
て
今
年
で

36
年
目
と
な
る
平
澤
教
授
は
、

本
学
の
節
目
節
目
で
活
躍
し
、

尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。

学
生
時
代
か
ら
活
動
的
だ
っ

た
と
い
う
平
澤
教
授
。
中
学
時

代
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、
大

学
で
は
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
に
所

属
し
、
卒
業
後
も
テ
ニ
ス
や
ウ

ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
き
た

と
い
う
。

そ
ん
な
平
澤
教
授
は
、
本

学
の
発
展
の
た
め
に
熱
い
思
い

を
抱
い
て
い
る
。
経
済
学
部
学

科
主
任
に
就
任
後
は
、
教
養
課

程
と
専
門
課
程
、
ま
た
は
学
部

間
の
垣
根
を
越
え
た
教
養
教
育

を
目
指
し
た
改
革
の
一
端
を
担

い
、
現
在
の
青
山
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目
制
度
成
立
に
貢
献
。
経

済
学
部
学
部
長
に
就
任
す
る

と
、
学
部
の
価
値
を
高
め
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
。
中

で
も
２
０
０
８
年
の
現
代
経
済

デ
ザ
イ
ン
学
科
（
現
デ
）
設
立
、

２
０
０
９
年
の
創
部
60
周
年
記

念
事
業
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
人
文
社
会
系
一
、

二
次
生
の
移
転
計
画
で
は
、
17

号
館
建
築
や
教
室
配
置
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、

計
画
の
中
枢
を
担
っ
た
。

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た

に
学
部
を
新
設
す
る
考
え
が
生

ま
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
経
験
を
活
か
し
学
部
新
設

ͻΒ͞ΘɾͷΓ͓
1950 年生まれ
一橋大学経済学部卒業
同大学大学院修士課程・博士課程
一橋大学経済学部助手
青山学院大学経済学部専任講師、助教授、教授
2006 経済学部教授
2012 青山学院大学副学長
2015 地球社会共生学部学部長
--- 主な著書 ---

『マクロ経済学基礎理論講義』（有斐閣）
『マクロ経済学』（八千代出版）
『チャートで学ぶ経済学』（有斐閣）

ຊֶ΁ͷ͍ࢥೖΕ͸ਂ͍

「
Ｇ
Ｖ
（
海
外
住
居
建
築
活

動
）」
を
軸
に
、
東
北
支
援
や
ス

リ
ラ
ン
カ
支
援
等
、
様
々
な
活

動
を
し
て
い
る
本
学SHANTI 

SHANTI

。
今
回
は
、
こ
の
夏
ベ

ト
ナ
ム
チ
ー
ム
で
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
小
林
杏
月
紗
さ

ん
（
済
３
）
に
、
そ
の
活
動
を

伺
っ
た
。

今
期
ベ
ト
ナ
ム
チ
ー
ム
が

発
足
し
た
の
は
、
６
月
上
旬

頃
。
そ
れ
か
ら
２
カ
月
あ
ま
り

準
備
を
重
ね
、
８
月
17
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
の
２
週
間
、
現

地
で
の
Ｇ
Ｖ
に
参
加
し
て
き
た
。

Ｇ
Ｖ
は
、
住
居
建
築
な
ど
実
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
む

『
ワ
ー
ク
』
と
、
観
光
を
通
し

て
そ
の
国
の
歴
史
や
文
化
を
知

る
『
Ｃ
Ａ
』
の
２
つ
の
側
面
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

今
回
の
ワ
ー
ク
で
は
、
現

地
の
ワ
ー
カ
ー
の
方
の
指
導
の

下
、
セ
メ
ン
ト
作
り
や
レ
ン
ガ

積
み
等
、
家
の
土
台
と
な
る
部

分
を
一
か
ら
作
り
上
げ
た
。
ま

た
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
や

観
光
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
始
め
と
し
た
こ
の
国
の
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
た
と
い
う
。

小
林
さ
ん
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
上
で
「
不
慣
れ
な

地
で
小
さ
な
不
安
を
皆
が
抱
え

て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
取
る
の

が
大
変
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

一
方
で
「
２
週
間
ず
っ
と
一
緒
に

い
る
と
、
嫌
な
と
こ
ろ
も
ひ
っ

く
る
め
て
相
手
の
姿
が
見
え
て

く
る
。
い
ろ
ん
な
仲
間
と
、
辛

い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
を
共
有

で
き
た
の
が
何
よ
り
の
収
穫
」

と
、
活
動
の
魅
力
を
語
っ
た
。

幅
広
く
活
動
す
るSHANTI 

SHANTI

。
そ
の
活
動
は
、
世
界

の
こ
と
だ
け
で
な
く
自
分
や
仲

間
を
深
く
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
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都
内
に
は
、
色
々
な
視
点
か
ら
宇
宙
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
が
『
宇
宙
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム TeNQ

』
だ
。
２
０
１
４
年
、
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
内
に
、『
宇
宙
を
感
動
す
る
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
回
は
内
部
の
様
子
と
宇
宙
の
魅
力
を
ご
紹
介
す
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
抜
け
る

と
、
そ
こ
は
も
う
異
空
間
。『
ト

ン
ネ
ル
０
』
を
通
っ
て
『
は
じ

ま
り
の
部
屋
』
に
入
る
。
こ
こ

で
は
人
々
が
宇
宙
に
馳
せ
る
思

い
の
「
記
憶
と
記
録
」
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の

映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
映
後
は『
シ
ア
タ
ー
宙（
ソ

ラ
）』へ
。
部
屋
に
入
っ
て
す
ぐ
、

床
面
の
巨
大
円
形
ス
ク
リ
ー
ン

に
目
を
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
囲
み
、
覗
き

込
む
よ
う
に
し
て
、
実
際
に
宇

宙
か
ら
見
た
地
球
の
映
像
や

美
し
い
星
空
の
映
像
を
鑑
賞
す

る
。
足
元
に
広
が
る
宇
宙
の
神

秘
は
、
ま
さ
に
圧
巻
だ
。

続
く
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
エ
リ

ア
に
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館TeNQ

分
室
）

を
設
置
。
火
星
に
関
す
る
研
究

な
ど
最
新
の
研
究
を
目
の
前
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

株
式
会
社
東
京
ド
ー
ム
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
部
部
長
の
片
柳
龍

毅
さ
ん
は
当
館
に
つ
い
て
「
来

館
者
自
ら
の
発
見
に
よ
っ
て
宇

宙
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

そ
の
た
め
『
シ
ア
タ
ー
宙
（
ソ

ラ
）』
な
ど
の
映
像
に
は
字
幕
や

解
説
が
ほ
ぼ
な
い
そ
う
だ
。
片

柳
さ
ん
に
と
っ
て
宇
宙
の
魅
力

は
「
未
知
の
こ
と
が
多
い
の
に
、

身
近
に
見
上
げ
ら
れ
る
点
」。
一

人
ひ
と
り
が
色
々
な
視
点
で
見

て
い
る
の
が
面
白
い
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
『
宇
宙
兄
弟
展
』

『
宇
宙
の
し
ご
と
人
―JAXA

と

仲
間
た
ち
』
な
ど
多
彩
な
企
画

を
行
っ
て
き
たTeNQ

。
現
在
は

２
周
年
特
別
企

画
展
と
し
て
、

映
画
「
君
の
名

は
。」
×TeNQ

『
新
海
誠
が
描

く
宙
（
ソ
ラ
）

展
』
が
７
月
１

日
か
ら
11
月
６

日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
片
柳
さ
ん

は
「
何
を
す
る
か
は
未
定
だ
が
、

宇
宙
を
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ

た
。
宇
宙
開
発
の
進
歩
と
共
に
、

TeNQ

も
そ
の
発
展
を
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
。

「
広
大
な
宇
宙
に
人
間
以
外

の
生
命
体
は
い
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
疑
問

を
抱
い
た
か
。
し
か
し
人
類
は

最
新
技
術
を
駆
使
し
未
知
の
領

域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
。

我
々
が
想
像
す
る
地
球
外
生

命
体
は
、
Ｓ
Ｆ
映
画
に
出
て
く

る
人
型
エ
イ
リ
ア
ン
や
、
不
気

味
な
生
命
体
な
ど
様
々
だ
が
一

般
的
な
「
生
命
」
の
定
義
は
以

下
の
４
つ
で
あ
る
。

ま
ず
外
界
と
の
境
界
を
持
つ

こ
と
、
次
に
自
ら
の
複
製
（
子

孫
）
を
つ
く
る
こ
と
、
代
謝
す

る
こ
と
、
最
後
に
進
化
す
る
可

能
性
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
ら
に

深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
タ
ン

パ
ク
質
で
あ
り
、
そ
れ
を
構
成

す
る
ア
ミ
ノ
酸
こ
そ
が
生
命
と

し
て
存
在
す
る
た
め
の
鍵
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ミ
ノ
酸
は
、

構
造
を
手
の
ひ
ら
に
見
立
て
右

手
型
、
左
手
型
に
分
け
ら
れ
、

地
球
上
の
生
命
は
左
手
型
の
み

で
で
き
て
い
る
。NASA

に
所

属
す
る
学
者
の
論
文
に
よ
る
と

南
極
大
陸
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
落
下
し
た
隕
石
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
検
出
さ
れ
た
ア
ミ
ノ

酸
の
多
く
は
左
手
型
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
結
果
か
ら
生
命
の

起
源
は
宇
宙
に
あ
る
の
で
は
と

い
う
議
論
が
飛
び
交
っ
た
。
さ

ら
に
地
球
外
生
命
体
の
存
在
の

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

先
人
た
ち
が
想
い
続
け
、
ロ

マ
ン
と
し
て
築
き
上
げ
た
地
球

外
生
命
体
の
謎
。
謎
は
謎
の
ま

ま
で
あ
り
続
け
る
か
ら
こ
そ
ロ

マ
ン
と
言
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
を
解
明
し
よ
う
と

す
る
探
求
心
に
意
義
が
あ
り
、

そ
れ
は
人
類
の
大
き
な
進
歩
へ

と
導
く
は
ず
だ
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

JAXA

は
２
０
０
３
年
に
宇
宙

科
学
研
究
所
、
航
空
宇
宙
技
術

研
究
所
、
宇
宙
開
発
事
業
団
が

統
合
し
て
誕
生
し
た
。「
宇
宙

と
空
を
活
か
し
、
安
全
で
豊
か

な
社
会
を
実
現
す
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
定
め
、
宇
宙
事
業

の
開
発
と
利
用
を
し
て
い
る
。

日
本
各
地
に
施
設
が
点
在
す

る
中
、
今
回
は
相
模
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
見
学
ツ
ア
ー
を
取
材
し

た
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
構
造

機
能
試
験
や
飛
翔
機
能
試
験
、

地
球
外
物
質
研
究
な
ど
を
行
い

新
た
な
技
術
を
先
進
開
発
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
院
教
育

な
ど
次
世
代
の
育
成
も
行
っ
て

お
り
、
ま
た
全
国
の
大
学
の
共

同
利
用
シ
ス
テ
ム
も
担
う
と
と

も
に
、
世
界
各
国
か
ら
の
研
究

者
を
受
け
入
れ
る
宇
宙
科
学
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
相
模
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
発
さ
れ
た
も

の
を
展
示
物
や
模
型
と
と
も

に
紹
介
し
た
。
特
に
小
惑
星
探

査
機
の
「
は
や
ぶ
さ
」
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
。
こ
の
探
査
機

が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
に
行
っ
た

目
的
は
、
地
球
外
か
ら
地
球
に

あ
る
物
質
と
同
じ
物
質
の
収
集

と
、
惑
星
の
重
力
を
利
用
し
制

御
す
る
ス
イ
ン
グ
バ
イ
と
イ
オ

ン
エ
ン
ジ
ン
の
使
用
の
２
つ
だ

と
語
る
。
さ
ら
に
２
０
２
０
年

に
発
射
予
定
の
「
は
や
ぶ
さ
２

号
」
に
つ
い
て
も
述
べ
る
職
員
。

様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
る

中
帰
還
し
た
「
は
や
ぶ
さ
」
の

問
題
点
を
洗
い
直
し
小
惑
星

リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
向
け
て
発
射
す

る
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
ま
た

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
歴
史
コ
ー

ナ
ー
や
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
集

大
成
で
あ
る
M
―
V
ロ
ケ
ッ
ト

の
実
物
大
模
型
、
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
の
音
響
体
験
な
ど
も
あ
る
。

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
見
学

ツ
ア
ー
以
外
に
も
予
約
不
要
の

一
般
公
開
が
年
中
無
休
で
行
わ

れ 

て
い
る
の
で
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ー
ム
ラ
ボ
』
は
、
連
日
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
４
つ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
様
々
な

芸
術
作
品
か
ら
宇
宙
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
幅
広
い
人
が
楽
し

め
る
空
間
だ
。

『
人
は
宇
宙
を
ど
う
見
て
き

た
か
？
』
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
曼
荼
羅
や
竹
取
物
語
絵
巻
、

ガ
リ
レ
オ
の
天
文
学
手
稿
な
ど

国
に
よ
り
様
々
で
あ
る
歴
史
的

な
宇
宙
観
の
移
り
変
わ
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
『
宇

宙
と
い
う
時
空
間
』
で
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
多
元
宇
宙
を

表
現
し
た
も
の
な
ど
最
新
の
宇

宙
論
に
よ
る
多
数
の
美
術
作
品

に
魅
了
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
新
し
い
生
命
観
―

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
内

に
あ
る
森
美
術
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
『
宇
宙
と
芸
術
展
：
か

ぐ
や
姫
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
チ

宇
宙
人
は
い
る
の
か
？
』
で
は
、

様
々
な
宇
宙
人
像
や
江
戸
時
代

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
伝
説
と
い
わ
れ
て
い

る
う
つ
ろ
舟
の
蛮
女
、
最
先
端

の
遺
伝
子
工
学
な
ど
未
知
な
る

も
の
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
最
後
の
『
宇
宙

旅
行
と
人
間
の
未
来
』
で
は
私

た
ち
人
間
が
こ
れ
か
ら
ど
う
宇

宙
と
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
月

面
住
居
や
火
星
住
居
の
モ
デ
ル

と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
か

ら
考
え
ら
れ
た
未
来
に
つ
い
て

の
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
宇
宙
と
芸
術
展
』
は
、

２
０
１
７
年
１
月
９
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
開
館
時
間
は
10
時
か

ら
22
時
（
火
曜
日
の
み
17
時
ま

で
）。
宇
宙
や
美
術
に
興
味
が

あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
歴
史
や

宗
教
、
Ｓ
Ｆ
や
最
新
技
術
に
興

味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
行
っ
て
そ

の
魅
力
を
体
感
し
て
ほ
し
い
。

台
湾
の
４
カ
国
で
特
許
を
取
得

し
て
い
る
長
期
保
存
可
能
な
製

法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
保
存
食

と
し
て
周
知
の
乾
パ
ン
に
代
え

て
、
宇
宙
食
の
パ
ン
を
非
常
食

と
し
て
家
に
置
い
て
お
く
の
も

お
す
す
め
だ
。

次
は
㈱
ビ
ー
・
シ
ー
・
シ
ー

の
た
こ
や
き
（
５
４
０
円
）。
こ

れ
は
宇
宙
飛
行
士
の
食
用
に
供

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
製
法
で
製
造
さ
れ
て

い
る
も
の
だ
。
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
と
は
、
食
品
を
真
空
度

状
態
、
温
度
０
℃
以
下
に
置
き
、

り
損
な
わ
な
い

こ
の
製
法
は
、

宇
宙
食
の
そ
れ

と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
る
。
開

封
後
、
そ
の
ま

ま
口
に
し
て
み

る
と
、
ま
る
で

ス
ナ
ッ
ク
菓
子

の
よ
う
に
サ
ク

サ
ク
し
た
食
感

を
楽
し
め
た
。

氷
と
な
っ
た
水
分
を
溶
か
さ
ず

直
接
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
素
材
の
栄
養
成
分
を
あ
ま

こ
れ
ら
は
国
立
科
学
博
物
館
や

JAXA

な
ど
で
購
入
可
能
だ
。

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
あ
れ
。

 

今
回
ご
紹
介
す
る
宇
宙
食

は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
の
パ
ン

と
、た
こ
や
き
。ま
ず
は
㈱
パ
ン・

ア
キ
モ
ト
の
パ
ン（
６
４
８
円
）。

こ
れ
は
若
田
光
一
宇
宙
飛
行
士

と
共
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号
に

乗
っ
た
も
の
で
あ
る
。
缶
を
開

け
る
と
出
て
き
た
の
は
予
想
に

反
し
た
ふ
わ
ふ
わ
の
パ
ン
だ
っ

た
。
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
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「
宇
宙
を
感
動
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　新感
覚
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

そうだ

JAXAに

行こう

存
在
の
有
無
は

　

見
て
感
じ
る宇

宙

宇宙食

地球上で

地
球
外
生
命
体存

在
の
有
無
は
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お
米
と
い
え
ば
、
日
本
人
に

欠
か
せ
な
い
も
の
。
象
印
マ
ホ

ー
ビ
ン
株
式
会
社
は
炊
飯
ジ
ャ

ー
に
こ
だ
わ
り
、
数
々
の
製
品

を
世
に
生
み
出
し
て
き
た
。

そ
ん
な
象
印
が
新
た
に
開

発
し
た
の
が
高
級
炊
飯
ジ
ャ
ー

「
極
め
羽
釜
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。
美

味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
使
い
や

す
さ
に
も
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ

た
本
製
品
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
た
の
が
後
藤
譲

さ
ん
だ
。「
ま
ず
メ
ン
バ
ー
で
目

標
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
す
る
と
、
現
実
と
の
相
違

点
も
明
確
に
な
っ
た
」
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
「
美

味
し
さ
」
の
基
準
は
評
判
の
良

い
お
店
と
考
え
、
何
軒
も
食

べ
歩
き
を
し
た
。
そ
の
中
で
出

会
っ
た
一
軒
が
大
阪
・
堺
市
に

炊飯ジャーの
新たな挑戦へ

ᝋҮȞțȸȓȳᲢఇᲣ

あ
る
定
食
屋
だ
っ
た
。
徹
底
的

に
ご
飯
の
炊
き
方
を
調
べ
た
結

果
、
浅
い
釜
で
熱
を
素
早
く
均

等
に
伝
え
る
と
い
う
構
造
を
発

見
。
だ
が
、
こ
の
構
造
を
炊
飯

ジ
ャ
ー
に
生
か
す
上
で
、
象
印

が
売
り
に
し
て
い
た
「
真
空
釜
」

が
欠
点
に
な
る
と
い
う
困
難
に

も
直
面
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

難
航
し
た
。
試
作
と
炊
飯
を
繰

り
返
し
、
一
年
半
の
歳
月
を
経

て
遂
に
「
極
め
羽
釜
」
シ
リ
ー

ズ
は
誕
生
し
た
。

続
い
て
象
印
は
内
釜
の
素
材

に
も
注
目
し
、
か
ま
ど
の
原
点

と
も
い
え
る
鉄
、
中
で
も
「
南

部
鉄
器
」
に
焦
点
を
当
て
た
。

電
化
製
品
の
求
め
る
高
い
水
準

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
試
行
錯

誤
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
可

能
に
し
、
業
界
初
と
な
る
鉄
製

の
羽
釜
を
開
発
し
た
。

商
品
開
発
に
必
要
な
姿
勢
と

は
何
か
、
後
藤
さ
ん
は
こ
う
語

る
。「
今
、
美
味
し
い
と
思
う

最
高
の
機
能
を
商
品
に
盛
り
込

む
た
め
に
は
考
え
を
出
し
惜
し

み
し
て
は
な
ら
な
い
。
常
に
新

製
品
に
全
て
を
注
ぎ
込
む
こ
と

が
必
要
だ
」。
美
味
し
い
ご
飯

を
求
め
て
進
化
し
続
け
る
象
印

か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化

「
和
食
」。
そ
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
「
お
米
」
に
焦
点
を
当
て

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、

ア
コ
メ
ヤ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
を
訪
ね
、

AKOMEYA

事
業
部
マ
ー
ケ
テ

アコメヤトウキョウ

食のセレクトショップ

ィ
ン
グ
チ
ー
ム
の
八
木
彩
さ
ん

と
、
物
販
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

兼
店
長
補
佐
の
吉
澤
敏
正
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

ア
コ
メ
ヤ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
で
は

現
在
、
約
20
種
類
以
上
の
選
り

す
ぐ
り
の
お
米
か
ら
自
分
に
合

方
に
つ
い
て
吉
澤
さ
ん
は
、「
自

分
の
好
み
や
食
べ
方
に
合
わ
せ

て
お
米
の
種
類
や
精
米
具
合
を

選
ぶ
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
。

一
口
に
お
米
と
言
っ
て
も
、
土

地
や
農
家
の
違
い
、
精
米
具
合

な
ど
に
よ
っ
て
全
く
違
っ
た
お

っ
た
お
米
を
探

す
こ
と
が
で

き
る
。
他
に
も

そ
の
周
り
の
食

品
、調
理
道
具
、

食
器
や
生
活
雑

貨
な
ど
、
厳
選

さ
れ
た
品
々
を

幅
広
く
扱
っ
て

い
る
。

お
米
の
選
び

米
が
生
ま
れ
る
そ
う
だ
。
ま

た
体
験
を
通
し
て
食
や
道
具
の

魅
力
を
発
見
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
食
べ
比
べ
な
ど
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
併
設

し
て
い
るAKOMEYA

厨
房
で
、

店
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
食
品

や
道
具
を
使
用
し
た
料
理
を
提

供
し
た
り
し
て
い
る
。

最
後
に
二
人
は
「
当
た
り
前

だ
か
ら
こ
そ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
は
ず
。
お
店
に
来
て
、

日
本
人
の
原
点
で
あ
る
お
米
に

つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
お
米
へ
の
情
熱
を
語

っ
た
。
お
米
を
通
し
て
和
食
を

見
直
す
、
良
い
機
会
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

意
外
と
知
ら
な
い

お
米
の
種
類

日
本
人
の
主
食
に
欠
か
せ
な

い
お
米
。ひ
と
く
く
り
に「
お
米
」

と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
や

品
種
は
多
様
で
あ
る
。

我
々
が
普
段
食
べ
て
い
る
お

米
は
、
含
ま
れ
て
い
る
で
ん
ぷ

ん
質
の
量
に
よ
っ
て
「
う
る
ち

米
」
と
「
も
ち
米
」
に
分
け
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
日
本
人
が
主

食
と
し
て
い
る
の
は
、
粘
り
気

の
少
な
い
う
る
ち
米
で
あ
る
。

日
本
で
は
多
く
の
品
種
が
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
今
や
そ
の
数

は
３
０
０
を
超
え
て
い
る
。
土

地
の
気
候
や
風
土
に
合
わ
せ
た

米
の
品
種
改
良
は
常
に
行
わ
れ

て
い
て
、
そ
の
研
究
に
終
わ
り

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
、
今
食

べ
て
い
る
も
の
と
は
全
く
異
な

る
品
種
が
出
て
く
る
可
能
性
も

あ
る
だ
ろ
う
。

販
売
方
法
も
２
種
類
あ
る
。

一
つ
の
種
類
を
そ
の
ま
ま
販
売

す
る
か
、
何
種
類
か
の
お
米
を

混
ぜ
て
販
売
す
る
か
。
前
者
は

「
銘
柄
米
」
ま
た
は
「
ブ
ラ
ン
ド

米
」
と
呼
ば
れ
、
我
々
が
よ
く

知
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

後
者
は
「
ブ
レ
ン
ド
米
」
と
呼

ば
れ
、
品
種
同
士
の
長
所
と
短

所
が
噛
み
合
い
、
安
価
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
我
々
が
普
段
食
べ
て

い
る
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
他
に
、

イ
ン
デ
ィ
カ
米
も
あ
る
。
こ
れ

は
１
９
９
３
年
の
米
の
不
作
の

際
、
日
本
政
府
が
「
タ
イ
米
」

と
し
て
輸
入
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
煮
る
こ
と
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
の
だ
そ
う
。

普
段
何
気
な
く
口
に
し
て
い

る
お
米
。
食
感
や
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
、
一
度
食
べ
比
べ
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

日
本
炊
飯
協
会

安
心
と
安
全
を
届
け
る

（
公
社
）
日
本
炊
飯
協
会
は
、

衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
、
美

味
し
い
ご
飯
の
研
究
、
米
消
費

拡
大
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て

掲
げ
、
炊
飯
事
業
を
盛
り
上
げ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

炊
飯
製
品
の
様
に
消
費
期
限

の
短
い
食
品
に
は
、
必
須
の
、

NASA

で
開
発
さ
れ
た
衛
生
管

理
手
法
で
あ
るHACCP

の
普

及
。
ま
た
、
広
く
一
般
の
方
を

対
象
に
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認

定
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
ご

飯
に
関
し
て
幅
広
く
知
識
を
習

得
し
、
ご
飯
の
美
味
し
さ
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
務
め

て
い
る
の
だ
。

専
務
理
事
の
三
橋
昌
幸
さ
ん

は
、
自
動
炊
飯
器
で
は
や
っ
て

く
れ
な
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
と
話
す
。
ま
ず
、
米
と
水

の
量
は
、
炊
き
具
合
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
正
確
に

計
量
し
た
い
。
次
に
、
炊
き
上

が
り
後
す
ぐ
に
ご
飯
を
ほ
ぐ
す

こ
と
は
重
要
で
、
少
な
く
と
も

15
分
以
内
に
は
ほ
ぐ
し
て
ほ
し

い
と
言
う
。
ご
飯
の
食
味
に
与

え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

炊
飯
で
は
吸
水
時
間
の
確
保

も
重
要
だ
が
、
炊
飯
器
の
通
常
モ

ー
ド
で
は
、
最
初
に
水
温
を
上
げ

吸
水
さ
せ
る
工
程
を
10
分
ほ
ど

取
っ
て
い
る
。
左
上
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
吸
水
は
最
初
の
30
分
で

急
速
に
進
み
、
約
２
時
間
で
飽
和

状
態
に
な
る
。
米
に
充
分
吸
水
さ

せ
て
い
れ
ば
も
は
や
吸
水
は
不
要

で
、
早
炊
き
モ

ー
ド
で
美
味
し

く
炊
け
る
の
だ
。

日
本
人
の

主
食
で
あ
る
お

米
。
私
た
ち
が

当
た
り
前
の
よ

う
に
食
べ
て
い

る
ご
飯
だ
か
ら

こ
そ
、
掘
り
下

げ
れ
ば
掘
り
下

げ
る
ほ
ど
面
白

い
。
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キノコとカボチャの簡単☆チーズリゾット

⑤３分後、とろけるスライスチーズを乗せて
　軽く混ぜると・・・・

④ご飯を入れる。その後、３分間混ぜなが
ら加熱を続ける。
④ご飯を入れる。その後、３分間混ぜなが④ご飯を入れる。その後、３分間混ぜなが④ご飯を入れる。その後、３分間混ぜなが

③かぼちゃをお玉や菜箸などで潰す。
　（半分程度の大きさになるイメージで）

材料（２人分）   　　・顆粒コンソメ 小2
・かぼちゃ 1/10個　・ぶなしめじ 50g
・ベーコン ３枚　・ごはん お茶碗２杯程度
・お水 400cc　・とろけるスライスチーズ ３枚

②かぼちゃ
が柔らかく
なってきたら
アクをとり、
コンソメを入
れる。

ˠか΅ちΌ͸୹࡭੾Γɺϕーコン͸ઍ੾Γʹ͓ͯ͠ ɻ͘

①水400ccにかぼちゃ、ベーコン、
しめじを入れ、かぼちゃが柔らかく
なるまで加熱。

①水400ccにかぼちゃ、ベーコン、①水400ccにかぼちゃ、ベーコン、①水400ccにかぼちゃ、ベーコン、

完成★

ベーコンを追加
お好みでチーズや
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永
山
の
ど
か
准
教
授
の
ゼ
ミ

の
テ
ー
マ
は
西
洋
経
済
史
だ
。

相
対
的
で
多
様
的
な
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
経
済
史
の
本

を
二
冊
使
い
、
毎
年
交
互
に
入

れ
変
え
、ペ
ア
で
作
っ
た
レ
ポ
ー

ト
を
発
表
さ
せ
て
い
る
。
狙
い

は
文
章
力
と
情
報
収
集
力
の
向

上
、
そ
し
て
論
点
を
見
極
め
る

こ
と
だ
。
さ
ら
に
読
書
の
習
慣

を
つ
け
る 

た
め
、
授
業
の
最
初

に
課
題
で
読
ん
だ
本
か
ら
小
テ

ス
ト
を
出
し
て
い
る
。

永
山
准
教
授
は
工
業
化
や
そ

れ
に
付
随
す
る
社
会
問
題
は
歴

史
的
に
見
て
西
洋
の
方
が
日
本

よ
り
早
く
生
じ
た
と
考
え
る
。

そ
こ
で
日
本
の
問
題
と
比
較
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
分
析
し
、
発

生
の
原
因
や
解
決
方
法
を
模
索

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
力
も
学

生
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
准

教
授
は
熱
弁
す
る
。

ま
た
本
ゼ
ミ
は
学
生
が
主
体

と
な
り
催
し
物
を
企
画
す
る
。

夏
合
宿
で
は
行
き
先
を
経
済
史

に
結
び
つ
け
た
テ
ー
マ
で
発
表

し
決
め
る
な
ど
、
行
く
場
所
に

つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
ゼ
ミ
で
は
３
年

か
ら
卒
業
論
文
の
準
備
を
始
め

る
な
ど
、
卒
業
論
文
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
卒

業
論
文
は
西
洋
の
国
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
が
、
中
に
は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
と
し
た
学

生
も
い
た
よ
う
だ
。
本
ゼ
ミ
で

は
、
西
洋
と
結
び
つ
け
な
が
ら

経
済
史
の
論
点
と
自
分
の
考
え

が
繋
が
る
な
ら
テ
ー
マ
は
自
由

で
あ
る
。

永
山
准
教
授
は
「
当
ゼ
ミ
で

は
、
地
方
出
身
者
や
大
学
院
を

目
指
す
人
な
ど
様
々
な
人
を
歓

迎
す
る
。
ま
た
資
料
や
統
計
な

ど
の
分
析
を
す
る
の
で
、
物
事

を
思
慮
深
く
考
え
発
言
す
る
力

が
養
え
る
の
で
は
」
と
語
る
。

ゼ
ミ
活
動
を
通
し
、
様
々
な
力

を
培
え
る
よ
う
だ
。
准
教
授
が

専
攻
す
る
ド
イ
ツ
や
歴
史
に
興

味
が
あ
る
学
生
に
は
検
討
し
て

ほ
し
い
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
大
学
生

が
そ
ろ
そ
ろ
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
演
習（
通

称
ゼ
ミ
）
に
つ
い
て
だ
。
今
回

は
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
学
部

の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
学
科
別
に
選

考
方
法
、
選
考
時
期
、
履
修
時

期
を
調
査
し
た
。

ま
ず
文
学
部
英
米
文
学
科

は
、
志
望
理
由
の
み
で
選
考
す

る
ゼ
ミ
が
多
い
が
、
一
部
面
接

が
課
さ
れ
る
ゼ
ミ
も
あ
る
と
い

う
。
選
考
時
期
は
２・
３
年
次

の
冬
で
、
履
修
時
期
は
３・
４

年
次
だ
。
次
に
フ
ラ
ン
ス
文
学

科
は
、
１・
２・
３
年
次
の
冬
の

予
備
登
録
期
間
に
第
３
希
望
ま

で
の
ゼ
ミ
と
志
望
理
由
を
提
出

す
る
。
２
年
生
の
ゼ
ミ
は
２
年

生
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
３・
４
年
生
は
合
同
で

ゼ
ミ
を
行
う
と
い
う
。
そ
し
て

日
本
文
学
科
は
、
１・
２
年
の

３
月
に
第
３
希
望
ま
で
の
ゼ
ミ

と
志
望
理
由
を
提
出
す
る
。
履

修
時
期
は
２・
３
年
次
で
、
合

同
で
ゼ
ミ
を
行
う
。
続
い
て
史

学
科
の
場
合
は
、
１
年
次
の
冬

に
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

２
年
次
に
な
る
と
各
コ
ー
ス
内

で
さ
ら
に
時
代
区
分
で
分
か

れ
、
２
年
次
の
ゼ
ミ
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
後
、
登
録
用
紙
に
志
望
す

る
ゼ
ミ
と
志
望
理
由
を
書
い
て

提
出
す
る
。
比
較
芸
術
学
科
は
、

２
年
次
か
ら
３
つ
の
領
域
に
分

か
れ
、
３・
４
年
次
に
ゼ
ミ
を
履

修
す
る
。

教
育
人
間
科
学
部
教
育
学
科

は
、
基
本
的
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
で
の
書
類
選
考
で
、
応
募

人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

別
の
課
題
が
課
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
選
考
時
期
は
２・
３
年

次
の
冬
で
、
履
修
時
期
は
３
・

４
年
次
で
あ
る
。
次
に
心
理
学

科
は
、
２
年
生
の
冬
に
自
分
が

研
究
し
た
い
テ
ー
マ
や
具
体
的

な
内
容
と
、
第
８
希
望
ま
で
の

ゼ
ミ
を
提
出
す
る
。
履
修
時
期

は
３・
４
年
次
だ
。

最
後
に
総
合
文
化
政
策
学
部

の
総
合
文
化
政
策
学
科
の
ゼ
ミ

は
、
２
年
次
必
修
の
「
文
化
基

礎
演
習
」
と
３
年
次
の
「
文
化

演
習
」、４
年
次
の
「
卒
業
演
習
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
と
は
別
の
「
ラ
ボ
」
と
い

う
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
総
合
文
化
政
策
学
部
の

特
色
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
政
治
経
済
学
部
の
中

川
ゼ
ミ
は
、
主
に
国
際
経
済

分
野
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
通
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
ゼ
ミ
長
の
原
田
真
由
さ

ん
（
国
３
）
に
話
を
伺
っ
た
。         

ʛ
ゼ
ミ
で
の
研
究
内
容
は

例
年
本
ゼ
ミ
で
は
、
教
授

が
選
ん
だ
国
際
経
済
に
関
す

る
文
献
の
中
か
ら
興
味
が
あ

る
分
野
を
絞
る
。
今
年
度
前

期
は
「
ア
メ
リ
カ
の
貯
蓄
不
足

の
原
因
」、「
だ
ま
さ
れ
な
い
た

め
の
統
計
（
英
語
）」、「
環
境

税
」
を
取
り
上
げ
た
。
担
当
者

の
発
表
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
理
解
を
深
め
て
い
く
形

式
で
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国

際
情
勢
に
関
す
る
記
事
に
つ
い

て
発
表
を
行
う
「
ニ
ュ
ー
ス
レ

ポ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
も
毎
週

行
っ
て
い
る
。
卒
業
論
文
の
研

究
は
３
年
生
か
ら
始
め
る
。                      

ʛ
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は

様
々
な
趣
味
を
持
っ
た
明
る

い
学
生
が
多
い
。
研
究
は
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
て
行
っ
て
い
る

が
、
教
授
が
優
し
く
解
説
が

分
か
り
や
す
い
た
め
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
。
私
自
身
公
開
ゼ
ミ
の
時

に
中
川
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
に
惹

か
れ
て
、
そ
れ
ら
が
ゼ
ミ
選

択
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。                    

ʛ
ゼ
ミ
選
択
の
際
に
気
を
付
け

た
こ
と
は

学
生
生
活
の
中
で
自
分
が
ゼ

ミ
に
ど
の
く
ら
い
重
点
を
置
く

か
考
え
る
こ
と
。
私
は
サ
ー
ク

ル
の
活
動
も
大
切
に
し
た
か
っ

た
た
め
、
そ
の
点
を
考
慮
し
た
。

ま
た
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
で
経
済
の
知
識
は
ほ

ぼ
無
か
っ
た
も
の
の
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
が
学
べ
る
と
い
う

こ
と
を
重
視
し
て
選
択
し
た
。  

ʛ
ど
の
よ
う
な
学
生
に
こ
の
ゼ

ミ
に
入
っ
て
ほ
し
い
か

本
ゼ
ミ
の
良
い
と
こ
ろ
は
学

生
の
仲
の
良
さ
。
今
後
も
自
分

の
意
見
を
き
ち
ん
と
言
え
る
人

や
明
る
い
人
に
こ
の
ゼ
ミ
に
入

っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

高
松
朋
史
准
教
授
の
ゼ
ミ
で

は
、『
現
代
企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
問
題
研
究
』
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。
人
の
興
味
を
引
く
よ

う
な
世
の
中
の
出
来
事
を
入
り

口
に
し
て
、
企
業
戦
略
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
が
こ
の
ゼ

ミ
の
特
徴
だ
。

前
期
で
は
、
ま
ず
班
ご
と
に

分
か
れ
て
興
味
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
を
選
び
議
論
を
行
う
。
何
が

原
因
で
現
在
ど
ん
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ

は
企
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
の
か
を
追
及
す
る
。
一

見
企
業
に
は
あ
ま
り
関
係
の
な

さ
そ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

雑
誌
記
事
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
企
業
に

関
連
す
る
書
籍
に
基
づ
く
個
人

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
の
内
容
に
対
し
自
分
は
ど
う

思
う
の
か
意
見
を
交
わ
し
合
う

こ
と
に
取
り
組
む
。

前
期
は
そ
の
他
に
、
他
大
学

と
の
合
同
ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
る
。

知
ら
な
い
人
と
交
流
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

に
は
絶
好
の
機
会
だ
。

後
期
は
企
業
の
方
を
招
い
た

り
、
会
社
を
実
際
に
訪
れ
た
り

し
て
計
５
回
ほ
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
終
的

に
企
業
の
方
に
評
価
を
し
て
も

就職ガイダンス
2018年3月卒業予定者（学部3年生、修士・専門職1年生）対象

※詳細は学生ポータルよりお知らせします。

 【日程】
9月26日（月）18:45～20:15
9月27日（火）18:45～20:15
9月28日（水）13:20～14:50
9月29日（木）18:45～20:15
9月30日（金）16:50～18:20
9月30日（金）18:45～20:15
 ※いずれか都合の良い日程に
   1回参加してください。

【内容】
今やる！ 就活準備
採用選考のプロセスと対策
4年生内定者による就職活動体験談
「就職ハンドブック」等、重要書類の配布

【会場】
青山キャンパス　17610教室

【主催】
青山キャンパス　進路・就職センター

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

 【日程】
○理工学部・理工学研究科
9月26日（月）18：30～20：00
9月28日（水）15：00～16：30
9月28日（水）18：30～20：00
 ※上記3日程より選択して
　　　　　　　出席してください。

○社会情報学部・社会情報学研究科
 9月29日（木）18：30～20：00
  ※指定日時に都合がつかない場合は、
    他学部の日程に出席してください。

【内容】
就職活動の流れ、ポイント
大学支援の利用方法
進路決定の考え方等の講演
「就職ハンドブック」等重要書類の配布

【会場】
相模原キャンパス　E棟教室

【主催】
相模原キャンパス　進路・就職課

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
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ら
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
毎
回

改
善
点
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
た
め
、
実
践
的
な
学
び
が

で
き
る
。

現
在
ゼ
ミ
の
人
数
は
一
学
年

20
人
程
。
先
輩
後
輩
も
仲
が
良

く
、
明
る
い
雰
囲
気
だ
と
い
う
。

一
つ
の
物
事
を
分
析
す
る
よ
り

も
幅
広
く
様
々
な
こ
と
を
考
え

る
高
松
ゼ
ミ
で
は
、
気
軽
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
高

松
准
教
授
は
「
本
を
読
ん
だ

り
時
事
問
題
を
扱
っ
た
り
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
が
多
い

の
で
就
職
活
動
に
役
立
つ
の
で

は
。
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
人
が
来

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
語
っ

た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
部
に
よ
っ

て
履
修
時
期
や
選
考
方
法
は

様
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
相
模

原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
つ
の
学
部

の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

理
工
学
部
は
学
科
に
よ
っ
て

履
修
時
期
が
異
な
る
。
科
学･

生
命
科
学
科
、
機
械
創
造
工
学

科
、
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
科
は
３

･

４
年
次
だ
が
、
物
理
・
数
理

学
科
、
電
気
電
子
工
学
科
は
４

年
次
に
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
選
考
方
法
も
実
力
テ

ス
ト
や
学
年
末
テ
ス
ト
、
Ｇ
Ｐ

Ａ
や
担
当
教
授
の
授
業
成
績
な

ど
、
学
科
や
ゼ
ミ
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
社
会
情
報
学
部
の
ゼ
ミ

は
３･

４
年
次
に
履
修
す
る
。

昨
年
は
面
接
に
よ
る
選
考
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
。

地
球
社
会
共
生
学
部
の
選
考

方
法
は
レ
ポ
ー
ト
で
、
２
年
生

の
６
月
半
ば
に
選
考
が
行
わ
れ

る
。
履
修
時
期
は
３･

４
年
次

で
あ
り
、
留
学
が
必
須
な
関
係

上
他
の
学
部
に
比
べ
て
選
考
時

期
と
履
修
時
期
の
間
隔
が
長

い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

２
０
１
５
年
４
月
に
開
設
し
た

住
吉
雅
美
教
授
の
ゼ
ミ
は
、

『
タ
ブ
ー
に
挑
む
法
哲
学
』
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
日
常
や

社
会
な
ど
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
様
々
な

視
点
か
ら
議
論
、
考
察
す
る
こ

と
が
活
動
の
軸
と
な
る
。
開
講

日
時
は
金
曜
日
２・
３
限
。
３
・

４
年
生
合
同
で
、
昼
休
み
を
挟

み
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
活
動
し
て
い
る
。
現
在
３・
４

年
生
合
わ
せ
て
22
人
所
属
し
て

お
り
、
毎
年
10
人
程
度
募
集
し

て
い
る
そ
う
だ
。

毎
回
１
人
の
学
生
が
、
ど
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
す
る
か

決
め
る
。
テ
ー
マ
は
「
法
に
従

う
道
徳
的
義
務
は
あ
る
の
か
」

「
政
治
に
嘘
は
不
可
欠
な
の
か
」

な
ど
多
種
多
様
だ
。
ゼ
ミ
で
は
、

そ
の
学
生
が
報
告
者
と
な
り
、

周
り
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
皆
で
そ
の
テ
ー
マ
を
論
じ

て
い
る
。

本
ゼ
ミ
で
は
互
い
に
意
見

を
た
だ
ぶ
つ
け
合
う
の
で
は
な

い
。
得
意
分
野
や
意
見
、
考
え

方
も
異
な
る
一
人
ひ
と
り
が
、

議
論
す
る
中
で
各
人
の
持
つ
考

え
を
共
有
し
、
他
人
の
意
見
を

受
け
入
れ
る
。
こ
れ
が
新
た
な

物
の
見
方
や
、
互
い
の
理
解
を

深
め
て
ゆ
く
。
こ
の
議
論
の
仕

方
を
住
吉
教
授
は
『
知
の
闇
鍋
』

を
作
る
こ
と
だ
と
表
現
す
る
。

議
論
し
た
結
果
、
毎
回
様
々
な

結
果
に
辿
り
着
く
と
い
う
。

住
吉
ゼ
ミ
の
目
標
は
自
分
の

視
座
を
見
つ
け
、
作
る
こ
と
だ
。

多
数
意
見
に
流
さ
れ
ず
様
々
な

こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
自
分
の

目
で
批
判
的
に
物
事
を
見
る
こ

と
で
、
社
会
の
中
で
触
角
を
働

か
せ
る
力
が
つ
く
そ
う
だ
。
ま

た
住
吉
教
授
は
求
め
る
学
生
像

を
「
多
様
な
意
見
を
受
け
入
れ
、

法
哲
学
を
純
粋
に
楽
し
み
た
い

学
生
」
と
語
る
。
さ
ら
に
「
就

職
の
有
利
さ
を
目
的
と
す
る
学

生
に
は
向
い
て
い
な
い
」
と
続

け
た
。
自
ら
積
極
的
に
『
知
の

闇
鍋
』
を
作
り
た
い
学
生
に
は
、

向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

内
田
達
也
教
授
の
ゼ
ミ
で

は
、『
社
会
・
組
織
・
私
の
問
題

の
経
済
分
析
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
社
会

や
組
織
、
私
の
問
題
は
必
ず
互

い
に
接
点
を
持
ち
、『
国
際
問

題
』
な
ど
の
遥
か
遠
く
の
こ
と

に
思
わ
れ
る
問
題
が
、
実
は
自

分
た
ち
と
は
近
い
問
題
な
の
だ

と
教
授
は
考
え
る
。
現
在
所
属

し
て
い
る
学
生
は
15
人
と
少
人

数
だ
が
、
積
極
的
に
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

授
業
前
半
は
個
人
論
文
の
た

め
に
各
自
が
行
っ
て
い
る
研
究

を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
議
論
す
る
。

論
文
の
テ
ー
マ
は
、『
福
袋
の
経

済
学
』
か
ら
『
な
ぜ
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
外
国
人
に
ま
で
無
料
で

教
育
を
提
供
す
る
の
か
』
ま
で

多
岐
に
渡
る
。
各
自
が
興
味
を

持
っ
た
テ
ー
マ
に
対
し
、
経
済

学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

授
業
後
半
は
全
体
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
ゼ
ミ
生
が
選
ん
だ
一

つ
の
社
会
課
題
に
対
し
て
、
経

済
学
的
な
面
と
デ
ザ
イ
ン
的
な

面
か
ら
分
析
・
解
決
し
て
い
く
。

本
ゼ
ミ
で
は
学
生
主
体
の
グ
ル

ー
プ
・
ユ
ニ
ッ
ト
で
活
動
す
る

こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
。

求
め
る
学
生
像
に
つ
い
て
内
田

教
授
は
「
人
と
違
う
こ
と
を
や
り

た
い
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
チ
ー

ム
で
活
動
し
て
い
く
の
で
色
々
な

人
に
い
て
ほ
し
い
」と
話
す
。
ま
た
、

「
学
生
の
う
ち
に
何
か
を
達
成
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
対
し
て
意
欲
の
あ
る
人
に
来
て

も
ら
い
た
い
」
と
続
け
た
。

内
田
教
授
は
「
大
学
時
代
に
、

し
っ
か
り
自
分
の
研
究
を
し
て

ほ
し
い
」
と
言
う
。
や
り
た
い

こ
と
は
沢
山
あ
る
だ
ろ
う
が
、

ゼ
ミ
の
よ
う
に
皆
で
協
力
し
研

究
す
る
経
験
は
特
に
貴
重
な
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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こ
の
学
部
は
２
０
１
７
年
度
か

ら
ゼ
ミ
が
新
設
さ
れ
る
た
め
、

活
動
内
容
な
ど
は
今
後
の
動
向

に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゼ
ミ
に
よ
っ
て
は
、
説
明
会

や
見
学
会
へ
の
参
加
が
必
須
で

あ
る
と
こ
ろ
や
、
担
当
教
授
の

講
義
受
講
者
で
な
け
れ
ば
履
修

が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
希

望
ゼ
ミ
に
有
利
に
な
る
よ
う
な

履
修
計
画
を
立
て
る
た
め
に

も
、
早
い
段
階
で
の
情
報
入
手

が
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ポ
取

り
な
ど
も
自
分
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ゼ
ミ
が
多
く
、
履

修
に
至
る
ま
で
様
々
な
こ
と
に

注
意
が
必
要
な
の
は
明
白
で
あ

る
。
大
学
で
の
学
び
の
集
大
成

で
あ
る
卒
業
論
文
に
向
け
て
多

く
の
時
間
を
費
や
す
ゼ
ミ
は
、

本
当
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
研

究
す
る
た
め
に
も
後
悔
し
な
い

慎
重
な
選
択
が
重
要
と
な
る
。
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「
環
境
政
策
」
な
ど
を
中
心
に

学
ぶ
国
際
政
治
経
済
学
部
、
小

島
敏
郎
教
授
の
ゼ
ミ
生
た
ち
。

今
回
は
そ
の
ゼ
ミ
長
、
高
瀬
晴

太
君
（
国
４
）
に
話
を
伺
っ
た
。

―
ゼ
ミ
で
の
勉
強
内
容
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
考
え

る
日
本
の
社
会
構
造
の
問
題
点
」

を
テ
ー 

マ
に
学
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
広
く
問
題
意
識
を
持
つ
べ

く
、
こ
の
テ
ー
マ
だ
け
に
囚
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
本
を
読
み
込
む
。
ま
た
、
雑

談
や
教
授
か
ら
の
話
を
交
え
な

が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
る
た
め
、
淡
々
と
し
た
授
業

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
座
学
だ

け
で
な
く
、
環
境
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
課
外

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

―
ゼ
ミ
生
か
ら
見
た
教
授
は

一
見
す
る
だ
け
で
は
優
し

そ
う
な
お
方
と
い
う
印
象

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実
は

と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
。              

―
い
つ
か
ら
環
境
政
策
に
興
味

を
持
ち
始
め
た
の
か

私
た
ち
の
大
学
受
験
時
は
、

丁
度
、
世
論
が
原
発
の
賛
否
で

真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
る
時
期

だ
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

―
ゼ
ミ
生
に
求
め
ら
れ
る
力
は

教
授
は
よ
く
「
本
当
に
そ
う

な
の
か
」
と
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
だ

と
話
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
に

本
を
読
み
込
ん
で
い
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
。
従
っ
て
ゼ
ミ

で
は
そ
の
２
つ
の
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。  

―
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
身
に
付
い

た
こ
と
は

２
つ
の
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本

の
電
力
業
界
に
関
係
す
る
様
々
な

事
情
や
仕
組
み
な
ど
の
ハ
ー
ド
力

と
、「
一
度
疑
っ
て
み
る
力
」「
読
書

力
」
な
ど
の
ソ
フ
ト
力
だ
。
自
分

の
興
味
が
あ
る
ゼ
ミ
で
学
ぶ
か
ら

こ
そ
付
い
た
力
か
も
し
れ
な
い
。

《経済学部 2016年度演習募集人数・最終合格者数一覧　》

経済学⛉
䛂演習䛃

ᩍဨྡ 募集人数
最終合格者数

　㸦一ḟ㸩஧ḟ㸩୕ḟ㸧

ⴠ合　ຌ 15 23
小ᙇ　敬之 20 30
㔠田　由紀子 ⣙10 14
ᚋ藤　ᩥᘅ ⣙10 8
ⓑ井　邦彦 ⣙20 15
ⱂ田　敏夫 12 12
㧘ᔱ　ಟ一 12 9
中㎸　正樹 12 15
中村　㝯之 12 11
中村　䜎䛵䜛 ⣙10 10
㤿場　ᘪ子 ⣙12 17
ᖹฟ　尚道 12 5
ᇼ　┿理子 12 12
本㒓　ⱱ ⣙12 11
松尾　孝一 ⣙10 5
松本　ⱱ 12 12
Menish, Marc ⱝᖸ名 9
矢྿　ึ 13 7
ఀ藤　ⴙ㔛 12 11
高　‽亨 12 15
永山　䛾䛹䛛 13 14
Ỉ上　英貴 12 12
宮ᇛ島　せ 12 3
ඖ山　ᩧ 12 11
安井　೺ᝅ 12 12
ྜྷ田　೺三 10 4

⌧௦経済䝕䝄䜲ン学⛉
䛂基♏演習䛃

ᩍဨྡ 募集人数
最終合格者数

㸦一ḟ㸩஧ḟ㸧

㧘橋　重㞝 12䡚15 25
㧘橋　朋一 12 15
中川　㎮洋 10 2
す川　㞞史 12 15
藤村　学 12 12
ᇼ場　ຬ夫 12 11
宮原　勝一 12 14
ྜྷ岡　♸次 12 8

《ἲ学・政治学演習Ⅰ》

演習テーマ 募集人数
申込者数

（一次＋二次＋三次）

合格者数

（一次＋二次＋

三次）

EU法・ドイツ法の全分野から学生が自由に選ぶ 15名 15 15

刑事法を通じて人間と社会を考える 15名程度 6 6

国際刑事法 15名程度 22 16

国際関係法（民事法分野）の基本問題 12名程度 22 14

会社法 10名 19 19

「表現の自由」論――メディアの法と倫理 10～15名 23 14

基礎能力を涵養するためのトレーニング 10名 0 0

独占禁止法（経済憲法）と競争政策 12名程度 15 14

知財の実践的把握と法務課題 15名 18 18

租税法の基本判例を読む 20名 25 20

生と法律学 約10名 5 2

民法・消費者法の重要判例の研究 12名 28 18

最近の刑事立法を研究して刑事法全体のオールラウンドプレー
ヤーに

12名 26 14

医療と法を考える―医療にとっての法の役割 12名 23 19

国際人権法を国内でどう活かすか 15名程度 23 16

タブーに挑む法哲学 10名 15 12

財産法の理解を深める 約10名 15 14

公共政策としての医療 6名 8 5

日本における人権問題 12名 14 11

会社法の基礎理論 16名 22 14

民事訴訟法（判決手続）の基礎と応用 約20名 13 8

民法と人間行動の基礎的研究 12名 16 14

模擬裁判形式で行政法を学ぶ 10名 21 13

日米著作権法の現代的問題点 10名 10 10

社会科学的思考の迷宮の散策
―化学変化としての政策の論究，政治における物理的
法則の探求―

約10名 21 10

信託法の比較法的考察 8名 6 3

日本の税金裁判及び税制改革の焦点 15名 26 25

民事訴訟法（判決手続） 12名 25 14

「政治」って何だろう？－社会の中で人間が共同して生きると
は？

7～8名 9 6

会社法 12名 14 13

環境政策と環境法 12名 31 15

労働法における理論的・政策的課題を考える 13名 26 18

計 484 356

《ᩍ㣴演習Ⅰ》

担当者名 募集人数
申込者数

（一次＋二次＋三次）

合格者数

（一次＋二次＋

三次）

人権問題を英語で研究・議論すること／Researching and
Discussing Human Rights Issues in English

10名 4 3

Language and politics（言語と政治） 10名 1 1

社会と言語 約10名 3 3

ARTS & ARTISTS 10名 13 13

計 21 20

総計 505 376

2017年度　演習選考スケジュール
学部 学科 オリエンテーション 一次申込期間 二次申込期間

学生ポータル︓
9/28（水）9時～9/29（木）19時
レポート提出︓
9/28（水）9時～9/30（金）19時

学生ポータル︓
11/2（水）9時～11/3（木）19時
レポート提出︓
11/2（水）9時～11/4（金）19時

9月24日（土）
書類配布︓１３時～
オリエンテーション︓１３時１０分～
教室︓17610教室

学生ポータル︓
10/8（土）9時～10/11（水）17時
レポート提出︓
10/8（土）9時～11時30分
10/11（火）９時～10/12（水）19時

学生ポータル︓
11/14（月）9時～11/15（火）17時
レポート提出︓
11/14（月）9時～11/16（水）19時

現デ

10月1日（土）
オリエンテーション︓13時～
「学習成果プレゼンテーション」︓13時30分～
教室︓922教室

経済
10月1日（土）
オリエンテーション︓13時～
教室︓940

10月15日（土）
書類配布︓13時～
オリエンテーション︓13時10分～
教室︓17610教室

学生ポータル︓
11/2（水）9時～11/3（木）17時
レポート提出︓
11/2（水）9時～11/4（金）19時

学生ポータル︓
11/28（月）9時～11/29（火）17時
レポート提出︓
11/28（月）9時～11/30（水）19時

※レポート提出︓教務課窓口取扱い時間厳守(9︓00～11︓30、12︓30～19︓00)のこと。

学生ポータル︓
10/17（月）9時～10/18（火）17時
レポート提出︓
10/17（月）9時～10/19（水）19時

学生ポータル︓
11/28（月）9時～11/29（火）17時
レポート提出︓
11/28（月）9時～11/30（水）19時

経済

経営

9月17日（土）
書類配布︓13時～
オリエンテーション︓13時10分～
教室︓940教室

経営学部は第三次募集まで実施します。
募集期間については、『AGU SEMINAR GUIDE』を参照してください。

法

国際

学部ʹΑͬͯɺબߟスέδϡー
ル͕ҟͳΔのͰɺͬ͠かΓ֬
ೝを͠·͠ΐうʂʢӈࢀরʣ

部門 担当者名 募集人数 最終合格者数

青井　千由紀 7 3

阿部　達也 7 0

大芝　亮 7 12

押村　高 7 6

菊池　努 7 11

小島　敏郎 7 8

土山　實男 7 2

羽場　久美子 7 8

山影　進 7 9

林　載桓 7 6

倉松　中 7 8

武田　興欣 7 7

和田　洋典 7 7

内田　達也 6 7

内山　義英 6 10

大野　昭彦 6 11

岡村　稔 6 0

加治佐　敬 6 6

木村　光彦 6 8

竹田　憲史 6 8

友原　章典 6 6

中川　浩宣 6 9

本田　重美 6 2

飯坂　ひとみ 5 8

鶴田　芳貴 6 8

瀬尾　佳美 6 1

ＥＶＡＮＯＦＦ，Ｒ．Ｊ． 6 9

ＰＯＤＡＬＫＯ，Ｐ. 6 2

井川　肇 6 3

抱井　尚子 6 9

狩野　良規 6 7

猿橋　順子 6 9

末田　清子 6 9

田崎　勝也 6 7

田辺　正美 6 5

陳　継東 6 4

渡邊　千秋 6 7

勝又　恵理子 6 7

岩井　千明 6 7

榊原　正幸 6 7

5 5

《国際政治経済学部 2016年度「演習ⅠＡ・ⅠＢ」募集人数・最終合格者数一覧　》

国
際
政
治

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

国
際
経
済

経営学部　2016年度経営演習Ⅰ募集人数・最終合格者数

　

担当者名 募集人数
最終合格者数

(一次+二次+三次）

東　伸一 12 7

荒木　万寿夫 12 15

上枝　正幸 12 13

薄上　二郎 12 15

大道　千穂 12 13

小野　譲司 12 10

鹿島　浩之 12 12

亀坂　安紀子 12 13

楠　由記子 12 12

久保田　進彦 12 8

五味　愼太郎 12 5

佐藤　靖 12 15

佐藤　亨 12 15

塩澤　友規 12 13

島田　淳二 12 2

高橋　邦丸 12 18

高松　朋史 12 18

竹田　賢 12 16

田中　正郎 12 12

ＤＵＦＦ，Ｂ．Ｒ． 12 17

玉木　欽也 12 21

土橋　治子 12 15

永井　忠孝 12 2

中内　基博 12 14

中邨　良樹 12 13

芳賀　康浩 12 12

長谷川　信 12 14

福井　武弘 12 1

三村　優美子 12 18

宮崎　純一 12 15

矢澤　憲一 12 7

安田　洋史 12 12

矢内　一利 12 10

山下　裕企 12 15

山下　勝 12 10

山本　寛 12 14

尹　志煌 12 12

計 444 454

ʲࡢ年౓演शऀ਺ɾ߹֨ऀ਺Ұཡʳ
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歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲／グリンカ
スペイン奇想曲作品34／リムスキー＝コルサコフ
交響曲第５番ニ短調作品47／ショスタコーヴィチ

東京芸術劇場 コンサートホール
開場 17:15  開演 18:00 全席指定 1000円

指揮 清水宏之

  主催 : 青山学院管弦楽団　後援 : 学校法人青山学院　青山学院大学　青山学院管弦楽団《楽友会》2016年11月12日 土

青山学院大学・青山学院女子短期
大学在校生の方は半額（500円）に
てチケットをお求めいただけます。
詳しくは公式HPをチェック▶▶▶
※座席の選択はできません。

♪青学割のご案内♪

青学 0( ࣾһʹΠンタϏϡー
ੈքʹތれΔサーϏスをఏ͢ڙΔ -*/&

ウ
イ
ン
グ
ド
・
ウ
ィ
ー
ル

৖
ኡ
で
ጟ
ƕ
ǔ

日本の郵便

その歴史に迫る

郵政博物館

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
グ

ル
ー
プ
と
い
う
部
署
に
所
属
す

る
桑
田
さ
ん
。
様
々
な
企
業

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ス

タ
ン
プ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た

LINE

を
活
用
し
た
企
業
向
け
の

広
告
事
業
を
担
当
し
て
い
る
。

桑
田
さ
ん
は
、LINE

㈱
で
働

く
こ
と
に
つ
い
て
、「
従
来
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
欧
米
企
業
か

ら
世
界
へ
と
い
う
形
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、LINE

㈱
で
は
ア
ジ

ア
の
企
業
か
ら
世
界
に
誇
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と

魅
力
を
掲
げ
る
。
仕
事
を
通
じ

て
関
わ
る
企
業
の
数
も
多
く
、

ま
た
そ
の
業
界
も
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
色
々
な
知
識
が
必
要

と
な
る
。「
学
生
の
う
ち
に
様
々

な
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
よ
う

に
す
る
と
良
い
。
興
味
の
幅
を

狭
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
桑
田

さ
ん
は
言
う
。
何
事
も
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
桑
田
さ
ん
はLINE

を
知
ら
な
い
海
外
の
人
に
そ
の

特
色
を
説
明
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
語
る
。
そ
の
手
助
け
に
な

っ
た
の
が
、
大
学
時
代
に
受
け

た
「
気
持
ち
を
伝
え
る
要
素
は

93
％
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
７
％

の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
講
義
」

だ
っ
た
と
言
う
。
つ
ま
り
、
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
の
限
界
を
ス

タ
ン
プ
と
い
う
形
で
補
完
す
る

と
い
う
説
明
を
す
る
こ
と
で
、

ア
ジ
ア
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る

の
だ
。
さ
ら
に
、
英
語
で
自
分

の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
海
外
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
役
立
つ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
だ
ろ
う
と
も
語
っ
た
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
活
動
す
るLINE

㈱
。
そ
の
一
環
と
し
て
、LINE

の
や
り
取
り
だ
け
で
ピ
ザ
の
注

文
が
で
き
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
面
接
の
日
程
な
ど
を
決
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
を
始
め
た
。
こ
の
よ

う
に
、
日
常
の
や
り
取
り
を
よ

り
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
を
便

利
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

月
に
二
度
、
社
内
で
の
組
織

編
成
の
変
更
が
可
能
な
体
制

か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
常
に

革
新
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い

るLINE

㈱
。
そ
ん
な
企
業
の

サ
ー
ビ
ス
は
私
た
ち
の
生
活
に

益
々
、
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

郵
政
博
物
館
は
『
心
ヲ
ツ
ナ

グ
　
世
界
ヲ
ツ
ナ
グ
』
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
・
ソ
ラ
マ
チ
９

階
に
あ
る
博
物
館
だ
。
当
館
で

は
、
郵
便
や
通
信
の
文
化
の
成

り
立
ち
に
関
す
る
約
４
０
０
点

の
資
料
を
７
つ
の
世
界
に
分
け

て
展
示
し
て
い
る
。

ま
ず
近
代
通
信
の
始
ま
り
を

『「
始
」
ノ
世
界
』
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
。
１
８
７
０
年
、
前

島
密
は
渡
英
し
た
際
に
郵
便
制

度
を
視
察
し
多
く
の
知
識
を
日

本
に
持
ち
帰
っ
た
。
彼
は
日
本

の
郵
便
に
貢
献
し
「
日
本
郵
便

の
父
」
と
称
さ
れ
、
郵
便
や
電

信
、
電
話
な
ど
事
業
に
取
り
組

ん
だ
分
野
は
多
岐
に
渡
る
。

次
に
『「
郵
便
」
ノ
世
界
』

で
は
日
本
の
郵
便
の
歴
史
を
紹

介
。
郵
便
車
や
ポ
ス
ト
の
よ
う

な
赤
い
郵
便
器
具
の
始
ま
り
は

１
０
０
年
以
上
前
に
な
り
、
人

目
に
付
き
や
す
く
す
る
た
め
に

そ
の
色
を
基
調
と
し
て
い
る
と

い
う
。

『「
切
手
」
ノ
世
界
』
で
は
世

界
の
珍
し
い
切
手
な
ど
約
33
万

種
を
展
示
し
て
い
る
。
切
手
を

見
る
こ
と
で
、
そ
の
国
の
歴
史

な
ど
多
様
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
「
小
さ
な

る
『
切
手
で
み
る
星
の
物
語
展
』

が
開
催
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
郵

便
の
世
界
を
隅
々
ま
で
紹
介
し

て
い
る
。
郵
便
の
歴
史
を
辿
っ

て
み
る
の
も
面
白
い
。

表
参
道
か
ら
少
し
入
っ
た
閑

静
な
住
宅
街
に
位
置
す
る
『
ウ

イ
ン
グ
ド
・
ウ
ィ
ー
ル
』
で
は
、

カ
ー
ド
や
封
筒
、
便
箋
な
ど

手
紙
用
品
を
専
門
に
取
り
扱
っ

て
い
る
。E-mail

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
昨
今
だ

が
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
な
手
紙

の
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る
。

お
し
ゃ
れ
な
店
内
に
は
お
よ

そ
千
種
類
の
商
品
が
並
ぶ
。
ど

の
商
品
も
一
枚
一
枚
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
数
枚
か
ら
購
入

で
き
る
の
で
、
価
格
も
高
く
な

く
誰
で
も
気
軽
に
買
う
こ
と
が

可
能
だ
。

ま
た
、
商
品
に
は
素
材
や
加

工
な
ど
へ
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま

っ
て
い
る
。
商
品
の
９
割
が
お

店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
だ
。
現
代

で
は
木
材
を
原
料
と
し
た
紙
が

主
流
の
な
か
、
綿
を
原
料
と
し

た
コ
ッ
ト
ン
ペ
ー
パ
ー
を
富
士

山
の
麓
で
作
っ
て
い
る
。
他
に

も
、
紙
の
外
縁
に
施
さ
れ
た
色

付
け
は
手
作
業
で
仕
上
げ
る
な

ど
随
所
に
職
人
の
技
が
光
る
。

人
気
商
品
は
、
生
き
物
や

モ
チ
ー
フ
が
立
体
的
に
加
工
さ

れ
た
『No.700

シ
リ
ー
ズ
』
と

い
う
カ
ー
ド
、
リ
ア
ル
な
動
物

が
活
版
印
刷
で
施
さ
れ
た
ミ
ニ

カ
ー
ド
な
ど
だ
と
い
う
。
ま
た

大
学
生
に
は
、
就
職
活
動
で
企

業
に
シ
ン
プ
ル
で
上
質
な
封
筒

と
便
箋
で
御
礼
状
を
送
る
こ
と

や
、
企
業
と
の
交
流
会
用
に
名

刺
を
作
る
の
が
お
す
す
め
だ
そ

う
だ
。

広
報
の
永
田
留
美
さ
ん
は
、

「
手
紙
文
化
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
人
と
人
が
繋
が

る
紙
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。
郵
便
受
け
を
開
け
た

時
、
手
書
き
の
手
紙
が
入
っ
て

い
る
と
嬉
し
く
な
る
。
大
切
な

人
に
手
紙
を
贈
っ
て
み
よ
う
。

現
在
、多
く
の
人
が
利
用
す
る
無
料
通
信
ア
プ
リLINE

。LINE

は
、チ
ャ
ッ
ト
機
能
だ
け
で
な
く
、

音
楽
や
ゲ
ー
ム
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
世
界
的
に

も
注
目
を
集
め
て
い
るLINE

㈱
で
働
く
桑
田
万
優
子
さ
ん
（
12
年
度
・
国
卒
）
に
話
を
伺
っ
た
。

美
術
館
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、

郵
便
や
通
信
の

歴
史
を
上
映
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ア
タ
ー
が
あ

る
。
展
示
・
企

画
ゾ
ー
ン
で
は

11
月
末
ま
で
、

星
や
宇
宙
の
切

手
を
展
覧
す

電話の歴史
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おᓑ܇のᘥᛄǊ、 ᳊Ჽλщ、
おǋƪǌ・ǮȕトՠԼ・パンȕȬットの
ˁЎƚ、Ȕッキンǰ、ǢパȬルの͌஝˄ƚ
なƲなƲ

ͤ㧗ᰯ⏕୙ྍ࣭学⏕ࡣ �᪥のࡳ㹍㹉ࠊὴ㐵ࡣὴ㐵法にᇶ࡙ࡃᑵᴗ࡛ࡍ
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もう一歩。

あなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくために

もう一歩。

あなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくためにあなたの夢に近づくために
マイワークでのお仕事探しは「日払い」・「未経験」・「好きな時に」

就活中やインターン中、突然の要り様にも、空いた日にお仕事を探せます。

自分の都合に合ったお仕事選びで、忙しい大学生の皆さんを応援します。

☑日払い・週払い OK　　　　 　　☑未経験者 OK　　　　 　　 ☑履歴書不要

前日に電話すれば、その日に

あるお仕事をご紹介。

条件に合った仕事を選択。

アクセスまで丁寧にご案内。

STEP3 ˁʙЭଐにᩓᛅὲ

お近くの会場をご紹介 !

1 ～ 2 時間ほどで説明会、

手続きまでらくらく完了。

STEP1 ᛟଢ˟にӋьὲ

Ὃ
働ける日を登録！変更から

キャンセルまで、電話や

モバイル上でも簡単登録。

STEP2 ΁ẬỦଐửႇ᥵ὲ

Ὃ

ŦѮѦע

ிʮ、ᅕډ߷、
ؖྚ、Ҙᓶ、ᒠ؉
なƲ᧙ிにٶૠ

 9:00 ～ 18:00 、
21:00 ～ ፻ 6:00
17:00 ～ 23:00　なƲ

ŦѮѦ時᧓

 時給950～ 1,250 円 時給950～ 1,250 円

動、സಅのӧᏡࣱஊ٭の時᧓ݲٶ※

0120-77-1144

ၥ合␒ྕ�（ࠉ�����（ࠉ�����
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今
年
度
で
開
催
14
回
目
を
迎

え
る
相
模
原
祭
。
相
模
原
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
上
月
貴
裕

君
（
社
２
）
に
話
を
伺
っ
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
わ
」。

実
行
委
員
会
内
で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
決
め
ら
れ
た
こ
の
テ

ー
マ
は
、「
環
」「
和
」「
輪
」

の
３
つ
の
漢
字
に
置
き
換
え

ら
れ
る
。
環
境
に
優
し
い
大
学

祭
で
あ
り
、
来
場
者
と
実
行
委

員
が
調
和
を
保
ち
、
笑
顔
の
輪

が
広
が
る
よ
う
に
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
相
模
原

祭
の
理
想
像
が
現
れ
て
い
る
。

相
模
原
祭
は
例
年
お
年
寄

り
か
ら
子
供
ま
で
幅
広
い
世

代
が
訪
れ
る
。
人
気
の
環
境
戦

隊
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、LABO 

PROJECT

や
芝
生
企
画
な
ど

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し
さ

を
前
面
に
出
し
た
企
画
が
盛

り
沢
山
だ
。
ま
た
「
開
か
ず
の

相
模
原
祭
の
大
き
な
目
玉

で
あ
る
芝
生
企
画
。
こ
れ
ま
で

は
地
域
の
子
供
た
ち
と
遊
具
で

『
遊
ぶ
』
こ
と
が
主
だ
っ
た
が
、

本
年
度
は
『
作
る
、
遊
ぶ
、
学

ぶ
パ
ン
プ
キ
ン
わ
ー
ル
ド
』
を

テ
ー
マ
に
、
多
く
の
新
し
い
企

画
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

『
作
る
』
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ
ッ
グ
や
、

粘
土
を
用
い
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
製
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
。
こ
の
粘
土
は
お

湯
に
浸
す
こ
と
で
様
々
な
形
に

変
化
で
き
る
特
殊
な
も
の
で
、

人
気
の
た
め
品
薄
状
態
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
機
会
に
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ま
た
『
学
ぶ
』
コ
ー
ナ
ー
で

は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販

売
と
そ
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
自
転
車
で
の
電
力
発

と
に
統
一
さ
れ

る
た
め
、
来
場

者
に
分
か
り
や

す
く
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て

も
ら
え
る
だ
ろ

う
」
と
語
る
。

教
室
の
配
置
も

昨
年
と
変
え
る

た
め
、「
普
段

関
わ
り
を
持
た
な
い
団
体
が
隣

同
士
に
な
る
こ
と
で
仲
良
く
な

っ
た
り
、
互
い
に
刺
激
し
合
っ

た
り
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期

待
を
滲
ま
せ
る
。
当
日
は
参
加

す
る
団
体
側
も
楽
し
め
る
相
模

原
祭
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
か
ら
新
規
に
参
加
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
当
日
に
向
け

て
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
団
体

も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
や
質
問
に
一
つ
ひ
と
つ
対

応
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
が
、

メ
ー
ル
や
説
明
会
で
顔
を
合
わ

せ
た
際
に
、
感
謝
の
意
を
伝
え

毎
年
の
相
模
原
祭
で
中
核
を

成
す
の
が
、
多
く
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

だ
。
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い

て
相
模
原
祭
実
行
委
員
会
ス
テ

ー
ジ
音
響
部
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ー

ジ
担
当
の
嵯
峨
南
君
（
理
２
）

に
話
を
伺
っ
た
。

今
年
の
相
模
原
祭
で
も
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
は
、『
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ー
ジ
』
と
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
エ
リ
ア
』
の
２
つ
の
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
る
。
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ー
ジ
は
主
に
学
生
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
バ
ン
ド

教
室
企
画
の
魅
力
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
団
体
が
集
ま
り
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
豊
か
な
企
画
に
出
会
え
る

こ
と
だ
。
今
年
は
音
楽
演
奏
や

理
工
学
部
の
研
究
室
が
行
う
展

示
、
友
達
同
士
で
結
成
さ
れ
た

有
志
な
ど
、
計
23
団
体
が
顔
を

揃
え
る
。

教
室
企
画
の
運
営
を
率
い
る

赤
田
優
花
さ
ん
（
理
２
）
は
、「
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誇
る
綺
麗

な
建
物
に
加
え
、
内
容
が
棟
ご

間

　時
の
止
ま
っ
た
恋
物
語
」
は

ス
ト
ー
リ
ー
型
の
迷
路
で
今
年
度

始
ま
る
新
し
い
企
画
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
企
画
を
通
し
て
地
域
に
愛

さ
れ
る
大
学
祭
を
目
指
す
。

ま
た
、
上
月
君
は
「
相
模

原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
学
生
も
多
い
」

た
め
、「
相
模
原
祭
に
来
場
し

て
も
ら
い
、
よ
く
知
る
き
っ
か

け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
本
学
学
生
の
ゼ
ミ
や
サ
ー

ク
ル
等
の
団
体
出
店
や
ス
テ

ー
ジ
は
定
番
で
あ
る
。
今
年

度
は
さ
ら
に
、
青
山
祭
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
企
画
も
生
ま
れ
、

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
も

十
分
に
楽
し
め
る
。

委
員
長
と
し
て
委
員
全
体

を
取
り
ま
と
め
、
準
備
を
行
っ

て
き
た
上
月
君
。
開
催
当
日

へ
の
意
気
込
み
と
し
て
、「
ま

ず
実
行
委
員
が
楽
し
ん
で
自

分
た
ち
か
ら
笑
顔
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
。
来
年
も
ま

た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
た
い
」
と
満
面
の
笑
み
で

語
っ
た
。

電
も
体
験
で
き
る
そ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
例
年
通
り
『
遊
ぶ
』

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
相

模
原
祭
の
い
わ
ば
顔
で
あ
る
ふ

わ
ふ
わ
イ
ー
ゴ
く
ん
を
始
め
、

様
々
な
遊
具
が
用
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
試
み
は
、

「
自
由
度
の
高
い
芝
生
を
外
遊

び
の
み
で
使
う

の
は
あ
ま
り
に

一
般
的
す
ぎ
る
」

と
い
う
発
想
か

ら
生
ま
れ
た
。

彼
ら
が
掲
げ
る

目
標
に
『
新
・

相
模
原
祭
』
と

い
う
言
葉
が
あ

る
が
、
こ
の
企

画
に
も
大
き
く

反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

相
模
原
祭

実
行
委
員
会
企
画
局
特
別
企
画

部
芝
生
担
当
の
後
藤
広
君
（
理

２
）
は
「
本
年
度
の
相
模
原
祭

の
テ
ー
マ
は
『
わ
』。
様
々
な
漢

字
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き

る
。『
環
』
境
に
配
慮
し
つ
つ
、

地
域
の
方
々
と
交
流
の
『
輪
』

を
広
げ
、
親
し
み
や
す
い
『
和
』

の
場
を
実
現
し
た
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。
会
場
と
な
る
芝
生

は
JR
横
浜
線
か
ら
も
よ
く
見
え

る
。
多
く
の
来
客
が
期
待
で
き

そ
う
だ
。

演
奏
や
ダ
ン
ス

が
行
わ
れ
る
。

対
し
て
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
エ
リ

ア
で
は
、
相
模

原
祭
ら
し
い
地

域
密
着
型
の
イ

ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
、
子
供
連

れ
や
近
隣
住
民

が
楽
し
め
る
内

容
に
な
り
そ
う

だ
と
い
う
。
嵯

峨
君
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
エ

リ
ア
の
ス
テ
ー
ジ
は
客
席
と
同

じ
高
さ
で
フ
ラ
ッ
ト
。
一
緒
に

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
し
た
り
、
エ

コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
写
真
を
撮
っ

た
り
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
」

と
胸
を
張
っ
た
。

他
方
で
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
パ
レ
ー
ド
だ
。
吹
奏
楽
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
や
応
援
団
な

ど
が
行
う
パ
レ
ー
ド
は
、
例
年

多
く
の
集
客
が
あ
る
。「
昨
年
は

雨
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
一
昨
年

よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
内

容
の
は
ず
だ
っ
た
。
今
年
こ
そ

は
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
成
功

さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

「
相
模
原
祭
の
顔
は
大
き
な
ス

テ
ー
ジ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
い

う
嵯
峨
君
。
今
年
の
委
員
会
内
で

の
テ
ー
マ
に
『
新
・
相
模
原
祭
』

が
あ
る
と
し
、「
ス
テ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
発
表
し
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
に
で
き
れ

ば
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

授業・就活の合間にアル
バイト

登録制だから選べる勤
務日・勤務先

問い合わせ  ライセンスアカデミー　〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24　 0120-164-121（月〜金 10〜17時）

募集内容

待遇 時給1,800円（当初の3時間。以降は1,200円）
※研修制度あり

備考 ●勤務時間はイベントにより異なります（1イベント当たり4〜7時間）。
●原則として現地集合・現地解散／交通費全額支給

授業・就活の合間にアル
バイト

登録制だから選べる勤
務日・勤務先

登録制だから選べる勤
務日・勤務先

イベントスタッフ大募集!!
　株式会社ライセンスアカデミー・大学新聞社では、高校生対象の進路イベントを年間約6000回、ま
た大学生対象の合同企業説明会を年間約400回開催しています。
　各イベントでは多くの学生アルバイトが活躍しており、お互
い協力しあいながら、高校生・大学生のイベント参加者に情報と
夢と感動を届ける仕事をしています。今回は、このイベント開催
の運営に関わる登録制のアルバイトを大募集します。

詳細・申込は（バイトカレッジ内）…

祭
原

相
模

プ
レ
ビ
ュ
ー

2016 年度　第 14 回

10 月 8 日（土）
9日（日）

���� ೥ � ݄ �� ೔ʢ໦ʣୈ���߸   青 山 学 院 大 学 新 聞 ��૬໛ݪ

େ͍ʹ෸͍ͨࡢ೥ͷ༷ࢠ

ͷ;Θ;ΘΠʔΰ͘ΜؾͲ΋ʹਓࢠ

সإͷҲΕΔେֶ͕ࡇཧ૝

今
年
度
で
開
催
14
回
目
を
迎

え
る
相
模
原
祭
。
相
模
原
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
上
月
貴
裕

君
（
社
２
）
に
話
を
伺
っ
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
わ
」。

実
行
委
員
会
内
で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
決
め
ら
れ
た
こ
の
テ

ー
マ
は
、「
環
」「
和
」「
輪
」

の
３
つ
の
漢
字
に
置
き
換
え

ら
れ
る
。
環
境
に
優
し
い
大
学

祭
で
あ
り
、
来
場
者
と
実
行
委

員
が
調
和
を
保
ち
、
笑
顔
の
輪

が
広
が
る
よ
う
に
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
相
模
原

祭
の
理
想
像
が
現
れ
て
い
る
。

相
模
原
祭
は
例
年
お
年
寄

り
か
ら
子
供
ま
で
幅
広
い
世

代
が
訪
れ
る
。
人
気
の
環
境
戦

隊
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、LABO 

PROJECT

や
芝
生
企
画
な
ど

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し
さ

を
前
面
に
出
し
た
企
画
が
盛

り
沢
山
だ
。
ま
た
「
開
か
ず
の

相
模
原
祭
の
大
き
な
目
玉

で
あ
る
芝
生
企
画
。
こ
れ
ま
で

は
地
域
の
子
供
た
ち
と
遊
具
で

『
遊
ぶ
』
こ
と
が
主
だ
っ
た
が
、

本
年
度
は
『
作
る
、
遊
ぶ
、
学

ぶ
パ
ン
プ
キ
ン
わ
ー
ル
ド
』
を

テ
ー
マ
に
、
多
く
の
新
し
い
企

画
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

『
作
る
』
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ
ッ
グ
や
、

「
お
ゆ
ま
る
」
を
用
い
て
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
製
作
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
。「
お
ゆ
ま
る
」

と
は
お
湯
に
入
れ
る
と
形
を
自

由
に
変
形
で
き
る
粘
土
だ
が
、

人
気
の
た
め
品
薄
状
態
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
機
会
に
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ま
た
『
学
ぶ
』
コ
ー
ナ
ー
で

は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販

売
と
そ
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
自
転
車
で
の
電
力
発

と
に
統
一
さ
れ

る
た
め
、
来
場

者
に
分
か
り
や

す
く
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て

も
ら
え
る
だ
ろ

う
」
と
語
る
。

教
室
の
配
置
も

昨
年
と
変
え
る

た
め
、「
普
段

関
わ
り
を
持
た
な
い
団
体
が
隣

同
士
に
な
る
こ
と
で
仲
良
く
な

っ
た
り
、
互
い
に
刺
激
し
合
っ

た
り
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期

待
を
滲
ま
せ
る
。
当
日
は
参
加

す
る
団
体
側
も
楽
し
め
る
相
模

原
祭
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
か
ら
新
規
に
参
加
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
当
日
に
向
け

て
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
団
体

も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
や
質
問
に
一
つ
ひ
と
つ
対

応
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
が
、

メ
ー
ル
や
説
明
会
で
顔
を
合
わ

せ
た
際
に
、
感
謝
の
意
を
伝
え

毎
年
の
相
模
原
祭
で
中
核
を

成
す
の
が
、
多
く
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

だ
。
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い

て
相
模
原
祭
実
行
委
員
会
ス
テ

ー
ジ
音
響
部
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ー

ジ
担
当
の
嵯
峨
南
君
（
理
２
）

に
話
を
伺
っ
た
。

今
年
の
相
模
原
祭
で
も
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
は
、『
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ー
ジ
』
と
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
エ
リ
ア
』
の
２
つ
の
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
る
。
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ー
ジ
は
主
に
学
生
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
バ
ン
ド

教
室
企
画
の
魅
力
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
団
体
が
集
ま
り
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
豊
か
な
企
画
に
出
会
え
る

こ
と
だ
。
今
年
は
音
楽
演
奏
や

理
工
学
部
の
研
究
室
が
行
う
展

示
、
友
達
同
士
で
結
成
さ
れ
た

有
志
な
ど
、
計
23
団
体
が
顔
を

揃
え
る
。

教
室
企
画
の
運
営
を
率
い
る

赤
田
優
花
さ
ん
（
理
２
）
は
、「
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誇
る
綺
麗

な
建
物
に
加
え
、
内
容
が
棟
ご

間

　
時
の
止
ま
っ
た
恋
物
語
」
は

ス
ト
ー
リ
ー
型
の
迷
路
で
今
年
度

始
ま
る
新
し
い
企
画
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
企
画
を
通
し
て
地
域
に
愛

さ
れ
る
大
学
祭
を
目
指
す
。

ま
た
、
上
月
君
は
「
相
模

原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
学
生
も
多
い
」

た
め
、「
相
模
原
祭
に
来
場
し

て
も
ら
い
、
よ
く
知
る
き
っ
か

け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
本
学
学
生
の
ゼ
ミ
や
サ
ー

ク
ル
等
の
団
体
出
店
や
ス
テ

ー
ジ
は
定
番
で
あ
る
。
今
年

度
は
さ
ら
に
、
青
山
祭
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
企
画
も
生
ま
れ
、

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
も

十
分
に
楽
し
め
る
。

委
員
長
と
し
て
委
員
全
体

を
取
り
ま
と
め
、
準
備
を
行
っ

て
き
た
上
月
君
。
開
催
当
日

へ
の
意
気
込
み
と
し
て
、「
ま

ず
実
行
委
員
が
楽
し
ん
で
自

分
た
ち
か
ら
笑
顔
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
。
来
年
も
ま

た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
た
い
」
と
満
面
の
笑
み
で

語
っ
た
。

電
も
体
験
で
き
る
そ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
例
年
通
り
『
遊
ぶ
』

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
相
模

原
祭
の
い
わ
ば
顔
で
あ
る
ふ
わ

ふ
わ
イ
ー
ゴ
く
ん
を
始
め
、
様
々

な
遊
具
が
用
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
試
み
は
、「
自

由
度
の
高
い
芝
生
を
外
遊
び
の
み

で
使
う
の
は
あ

ま
り
に
一
般
的

す
ぎ
る
」
と
い

う
本
年
度
実
行

委
員
会
の
発
想

か
ら
生
ま
れ
た
。

彼
ら
が
掲
げ
て

い
る
目
標
に「
新

さ
が
祭
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る

が
、
こ
の
企
画

に
も
大
き
く
反

映
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

相
模
原
祭
実
行
委
員
会
企
画

局
特
別
企
画
部
芝
生
担
当
の
後

藤
広
君
（
理
２
）
は
「
本
年
度

の
相
模
原
祭
の
テ
ー
マ
は
『
わ
』。

様
々
な
漢
字
を
当
て
は
め
る
こ

と
が
で
き
る
。『
環
』
境
に
配
慮

し
つ
つ
、
地
域
の
方
々
と
交
流
の

『
輪
』
を
広
げ
、
親
し
み
や
す
い

『
和
』
の
場
を
実
現
し
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。
会
場
と
な
る
芝

生
は
JR
横
浜
線
か
ら
も
よ
く
見

え
る
。
多
く
の
来
客
が
期
待
で

き
そ
う
だ
。

演
奏
や
ダ
ン
ス

が
行
わ
れ
る
。

対
し
て
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
エ
リ

ア
で
は
、
相
模

原
祭
ら
し
い
地

域
密
着
型
の
イ

ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
、
子
供
連

れ
や
近
隣
住
民

が
楽
し
め
る
内

容
に
な
り
そ
う

だ
と
い
う
。
嵯

峨
君
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
エ

リ
ア
の
ス
テ
ー
ジ
は
客
席
と
同

じ
高
さ
で
フ
ラ
ッ
ト
。
一
緒
に

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
し
た
り
、
エ

コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
写
真
を
撮
っ

た
り
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
」

と
胸
を
張
っ
た
。

他
方
で
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
パ
レ
ー
ド
だ
。
吹
奏
楽
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
や
応
援
団
な

ど
が
行
う
パ
レ
ー
ド
は
、
例
年

多
く
の
集
客
が
あ
る
。「
昨
年
は

雨
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
一
昨
年

よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
内

容
の
は
ず
だ
っ
た
。
今
年
こ
そ

は
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
成
功

さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

「
相
模
原
祭
の
顔
は
大
き
な
ス

テ
ー
ジ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
い

う
嵯
峨
君
。
今
年
の
委
員
会
内
で

の
テ
ー
マ
に
『
新
・
相
模
原
祭
』

が
あ
る
と
し
、「
ス
テ
ー
ジ
か
ら
新

し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
発
表
し
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
に
で
き
れ

ば
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

授業・就活の合間にアル
バイト

登録制だから選べる勤
務日・勤務先

問い合わせ  ライセンスアカデミー　〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24　 0120-164-121（月〜金 10〜17時）

募集内容

待遇 時給1,800円（当初の3時間。以降は1,200円）
※研修制度あり

備考 ●勤務時間はイベントにより異なります（1イベント当たり4〜7時間）。
●原則として現地集合・現地解散／交通費全額支給

イベントスタッフ大募集!!
　株式会社ライセンスアカデミー・大学新聞社では、高校生対象の進路イベントを年間約6000回、ま
た大学生対象の合同企業説明会を年間約400回開催しています。
　各イベントでは多くの学生アルバイトが活躍しており、お互
い協力しあいながら、高校生・大学生のイベント参加者に情報と
夢と感動を届ける仕事をしています。今回は、このイベント開催
の運営に関わる登録制のアルバイトを大募集します。

詳細・申込は（バイトカレッジ内）…

祭
原

相
模

プ
レ
ビ
ュ
ー

2016 年度　第 14 回

10 月 8 日（土）
9日（日）

芸能人トークショー

場所 ： 相模原キャンパス A棟アリーナ
出演 ： りゅうちぇるさん

日時 ： 10 月 8 日 （土） 11:00~12:00

ちぇるちぇる

おかしパーティ―
ぷぷぷぷぷ！

※入場にはチケットが必要です。

ら
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
年
の
相
模
原
祭
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
わ
」
が
表
す
よ
う
に
、

「
来
場
者
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加

団
体
皆
に
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
。
教
室
企
画
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
、
私
た

ち
実
行
委
員
の
こ
の
上
な
い
喜

び
と
な
る
と
思
う
」
と
赤
田
さ

ん
。
様
々
な
「
わ
」
の
誕
生
が

楽
し
み
だ
。

ଟछଟ༷ͳاըʹ஫目ͩ

相模原祭実行委員会

　　　委員長

ɥஉᝮᘽӽ
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芝
生
企
画

ら
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
年
の
相
模
原
祭
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
わ
」
が
表
す
よ
う
に
、

「
来
場
者
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加

団
体
皆
に
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
。
教
室
企
画
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
、
私
た

ち
実
行
委
員
の
こ
の
上
な
い
喜

び
と
な
る
と
思
う
」
と
赤
田
さ

ん
。
様
々
な
「
わ
」
の
誕
生
が

楽
し
み
だ
。

ଟछଟ༷ͳاըʹ஫目ͩ

相模原祭実行委員会

　　　委員長

ɥஉᝮᘽӽ

ǹȆȸǸ
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芝
生
企
画
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定期購読募集中
青学新聞

年間 1000 円で、あなたの手元へ青学新聞をお届け♪
      お問い合わせは→agunewspaper@gmail.com
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    1996年6月4日生

総2 161㌢

埼玉県春日部共栄高等学校出身

座右の銘：千鍛万錬

第
29
回
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス
男
子
リ
ー
グ
戦
、
対
成
蹊
大
戦
が
９
月
９
日
に
大
井
ふ
頭

中
央
海
浜
公
園
第
二
球
技
場
で
行
わ
れ
た
。
昨
年
度
目
標
で
あ
っ
た
１
部
昇
格
を
果
た
し
、

学
生
日
本
一
を
目
指
し
て
戦
う
リ
ー
グ
戦
３
戦
目
を
白
星
で
飾
っ
た
。 

高
校
生
で
偶
然
出
会
っ
た
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
し
か
し
、

こ
の
出
会
い
が
佐
竹
の
人
生
を

大
き
く
変
え
た
。
高
校
２
年
生

に
し
て
世
界
大
会
に
出
場
。
そ

の
後
は
本
学
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
誘
い

も
あ
り
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
に
入
部
し
た
。
現
在
は
主

将
を
務
め
て
い
る
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
個

人
競
技
だ
。
し
か
し
佐
竹
は
、

「
部
員
同
士
の
情
報
交
換
で
お

互
い
の
改
善
点
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
重
要
性
に
言
及
す
る
。
彼

は
現
在
、
正
確
な
フ
ォ
ー
ム
と

筋
力
向
上
を
心
掛
け
、
日
々
練

習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
魅
力
に
つ

い
て
は
、
努
力
の
成
果
が
数
字

に
は
っ
き
り
と
表
れ
る
と
こ
ろ

だ
と
話
し
た
。

先
月
行
わ
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
は
59
㎏
級
で
ト
ー
タ

ル
２
位
に
輝
い
た
。
だ
が
佐
竹

は
「
主
将
と
し
て
、
自
分
だ
け

が
強
く
な
る
の
で
は
な
く
、
部

全
体
の
向
上
に
も
貢
献
し
た

い
」
と
謙
虚
な
姿
勢
を
貫
く
。

さ
ら
に
競
技
に
お
け
る
継
続
の

大
切
さ
に
言
及
し
、「
小
さ
な

積
み
重
ね
が
大
き
な
結
果
を
生

む
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

次
に
目
指
す
は
全
日
本
学
生

選
手
権
で
の
団
体
優
勝
。
他
大

学
と
比
べ
て
か
な
り
部
員
が
少

な
い
本
学
だ
が
、
少
人
数
で
も

戦
え
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
と

い
う
。
部
の
た
め
、
そ
し
て
自

分
の
た
め
に
、
佐
竹
は
今
後
も

努
力
を
続
け
て
い
く
。

͸୅දઓ΁ͱୗ͞Εͨ߹ࢼ
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第
65
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝

大
会
が
９
月
11
日
、
日
本
武
道

館
に
て
行
わ
れ
た
。
１
回
戦
は

拓
大
と
対
戦
し
た
。

先
鋒
戦
か
ら
副
将
戦
ま
で
、

本
学
は
攻
め
の
姿
勢
を
続
け

た
。
し
か
し
両
者
は
拮
抗
し
、

０
―
０
の
ま
ま
試
合
は
続
い

た
。動

き
が
見
ら
れ
た
の
は
大
将

の
平
崎
（
法
４
）。
拓
大
に
胴

を
取
ら
れ
る
も
、
そ
の
後
す
ぐ

に
突
き
を
決
め
、
代
表
戦
へ
と

も
つ
れ
込
ん
だ
。
代
表
戦
で
は

相
手
が
平
崎
の
面
を
取
り
、
本

学
は
敗
退
し
た
。

こ
の
試
合
を
も
っ
て
主
将
の

平
崎
は
引
退
で
あ
る
。
平
崎
は

今
回
の
試
合
結
果
に
つ
い
て
こ

う
語
っ
た
。「
良
か
っ
た
点
は『
つ

な
ぐ
剣
道
』
が
で
き
た
こ
と
。

後
輩
た
ち
の
お
か
げ
で
代
表
戦

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ

が
、『
つ
な
ぐ
』
こ
と
が
で
き
た

一
方
で
『
取
る
』
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
代
表
戦
よ
り
も
前

で
得
点
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

反
省
点
」
と
時
折
悔
し
さ
を
滲

ま
せ
た
が
、
そ
の
表
情
は
清
々

し
か
っ
た
。

金
成
監
督
は
「
稽
古
を
通
し

て
部
員
一
人
ひ
と
り
が
自
信
を

つ
け
、
仲
間
を
信
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
『
つ
な
げ
る
』
こ
と
に
繋
が

っ
た
の
だ
と
思
う
」
と
語
る
。

ま
た
、「
悪
い
点
は
特
に
な
か
っ

た
が
、
勝
負
は
結
果
が
全
て
。

紙
一
重
の
負
け
方
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

剣
道
部
男
子
の
次
の
目
標
は

全
日
本
出
場
だ
と
い
う
。
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
28
年
度
関
東
大
学
テ
ニ

ス
リ
ー
グ
が
、
８
月
23
日
か
ら

有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園
と
各
大

学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
行
わ
れ

た
。
本
学
は
男
女
共
に
２
部
リ

ー
グ
に
出
場
し
た
。

第
１
戦
、
筑
波
大
に
４
―
５

で
惜
敗
し
た
男
子
。
第
２
戦
の

対
専
大
戦
で
は
ダ
ブ
ル
ス
の
坂

本
（
社
３
）・
徳
本
（
営
２
）
ペ

ア
が
活
躍
し
た
。
第
１
セ
ッ
ト

を
２
―
６
で
落
と
し
た
も
の

の
、
そ
こ
か
ら
怒
涛
の
反
撃
を

見
せ
る
。
強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ

で
相
手
を
揺
さ
ぶ
り
、
続
く
２

セ
ッ
ト
を
６
―
４
、６
―
３
で
連

取
。
２
―
１
で
勝
利
し
た
が
、

チ
ー
ム
は
４
―
５
で
敗
北
し

た
。
第
３
戦
の
対
日
大
戦
は
５

―
４
で
勝
利
。「
去
年
ま
で
１

部
に
所
属
し
て
い
た
日
大
に
勝

利
で
き
た
時
は
こ
の
上
な
い
喜

び
と
驚
き
を
感
じ
た
」
と
主
将

の
関
谷
（
社
４
）
は
振
り
返
る
。

勢
い
に
乗
っ
た
本
学
は
、
残
る

２
戦
も
連
勝
し
、
リ
ー
グ
３
位

で
終
え
た
。
山
下
監
督
は
「
惜

敗
が
続
く
窮
地
の
中
で
盛
り
返

せ
た
の
は
、
１
年
間
す
べ
き
こ

と
を
し
て
き
た
証
」
と
分
析
。

「
今
後
も
個
々
の
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
た
。

一
方
、
第
３
戦
を
終
え
た
時

点
で
２
勝
１
敗
の
女
子
は
第
４

戦
、
駒
大
と
対
戦
し
た
。
ダ
ブ

ル
ス
で
は
柳
原
（
史
４
）・
三

角
（
史
２
）
ペ
ア
が
健
闘
し
、

２
―
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を

収
め
る
。
続
く
シ
ン
グ
ル
ス
で

も
三
角
は
善
戦
。
安
定
感
の
あ

る
試
合
展
開
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
を
収
め
た
。
し
か
し
チ
ー
ム

で
は
一
歩
及
ば
ず
、
３
―
４
で

敗
北
。
第
５
戦
は
東
洋
学
園

大
に
５
―
２
で
勝
利
し
た
も
の

の
リ
ー
グ
５
位
に
終
わ
り
、
９

月
25
日
に
行
わ
れ
る
入
替
戦
に

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
井

上
監
督
は
入
替
戦
に
向
け
「
７

―
０
で
勝
利
し
、
２
部
と
３

部
の
レ
ベ
ル
の
差
を
示
し
た
い
。

今
ま
で
あ
ま
り
勝
て
な
か
っ
た

選
手
も
、
再
度
チ
ャ
ン
ス
を
貰

っ
た
と
考
え
、
最
後
に
勝
利
し

て
ほ
し
い
」
と
意
気
込
む
。
本

学
の
善
戦
に
期
待
が
か
か
る
。

гᢊᢿ

「つなぐ剣道」

惜しくも敗れる

硬
式
庭
球
部

波
瀾
に
富
ん
だ
リ
ー
グ
戦

「
後
期
に
繋
げ
た
い
」

ƞǒƳǔ
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試
合
開
始
直
後
か
ら
し
ば
ら

く
は
本
学
の
オ
フ
ェ
ン
ス
の
時

間
が
続
く
。
塚
本
（
理
３
）
が

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
本
学
が
先

制
点
を
と
る
。
成
蹊
大
の
エ
キ

ス
ト
ラ
オ
フ
ェ
ン
ス
を
阿
達（
教

４
）
の
ナ
イ
ス
セ
ー
ブ
で
守
り
、

そ
の
後
冨
永
（
済
２
）
が
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
、
２
点
目
を
取
っ
た
。

そ
の
後
は
攻
め
る
も
得
点
に
は

な
ら
ず
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
を
終

え
る
。

第
２
ク
ォ
ー
タ
ー
で
は

終
始
成
蹊
大
の
ペ
ー
ス
で
、

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
そ

う
に
な
る
も
、
阿
達
の
ナ

イ
ス
セ
ー
ブ
が
続
く
。
し

か
し
本
学
も
遠
い
位
置
か

ら
の
シ
ュ
ー
ト
な
ど
、
何
度

も
シ
ュ
ー
ト
を
試
み
る
が
失
敗
。

ゴ
ー
ル
際
で
の
攻
防
が
続
い

た
。
成
蹊
大
に
１
点
と
ら
れ
る

も
、
そ
の
後
は
堅
い
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
で
守
り
抜
く
。
小
山
（
史

４
）
が
シ
ュ
ー
ト
で
３
―
１
と

優
勢
を
維
持
し
た
。

第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
は
始
め
は

こ
ち
ら
の
ペ
ー
ス
で
試
合
が
進

み
、
本
学
ゴ
ー
ル
前
で
試
合
が

展
開
す
る
。
何
度
か
成
蹊
大
の

シ
ュ
ー
ト
が
放
た
れ
る
が
ゴ
ー

リ
ー
が
セ
ー
ブ
。
福
田
（
教
３
）

の
ク
リ
ア
で
オ
フ
ェ
ン
ス
後
、

佐
藤
（
済
４
）
と
山
田
（
法
２
）

が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。
田
邊

（
営
４
）
の
ビ
ッ
グ
セ
ー
ブ
で
第

３
ク
ォ
ー
タ
ー
は
終
了
し
た
。

第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
で
は
相
手

の
勢
い
に
押
さ
れ
、
成
蹊
大
に

立
て
続
け
に
２
点
を
と
ら
れ

る
。
苦
し
い
展
開
に
本
学
は
パ

ス
を
繋
ぎ
シ
ュ
ー
ト
を
試
み
る

も
、
成
蹊
大
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、

そ
の
後
も
２
度
シ
ュ
ー
ト
を
狙

う
が
惜
し
く
も
枠
外
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
、

５
―
３
と
本
学
の
勝
利
で
試
合

を
終
了
し
た
。

３
戦
目
を
終
え
て
主
将
の
岡

村
（
教
４
）
は
「
１
戦
目
、
２

戦
目
は
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で

絶
対
に
勝
ち
た
い
試
合
だ
っ
た
。

も
う
少
し
点
数
を
引
き
離
し
て

勝
ち
た
か
っ
た
が
、接
戦
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
悔
や
ま
れ
る
」

と
振
り
返
る
。
ま
た
「
次
に
繋

が
る
目
標
が
見
つ
か
っ
た
試
合

だ
っ
た
。
あ
と
２
つ
あ
る
試
合

も
勝
っ
て
、
青
学
は
強
い
と
い

う
の
を
見
せ
て
い
き
た
い
」
と

本
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
の
目
標

で
あ
る
学
生
日
本
一
に
向
け
て

の
抱
負
を
語
っ
た
。

リ
ー
グ
戦
は
残
り
２
戦
。

チ
ー
ム
目
標
で
あ
る
『
１
部
で

戦
え
る
チ
ー
ム
』
を
達
成
で
き

る
よ
う
、
彼
ら
に
は
さ
ら
な
る

活
躍
が
求
め
ら
れ
る 

。
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あ
〜
な
ん
か
だ
る
い
。
朝
夕

の
温
度
差
で
お
か
し
く
な
り
そ

う
だ
ぜ
…
…
と
、
ん
!? 

（
目
を

こ
す
る
）
な
ん
だ
あ
の
輝
き
は
、

な
ん
だ
こ
の
美
し
い
お
方
は

…
…
な
っ
、
中
村
麻
美
ち
ゃ
ん

じ
ゃ
な
い
か
！ 

う
ぉ
ぉ
そ
の
笑

顔
で
俺
は
生
き
返
る
ぅ
ー
☆

あ
、
俺
は
去
年
の
ミ
ス
コ
ン

忘
れ
て
な
い
ぜ
！ 

出
場
し
て
ど

う
だ
っ
た
？ 

「
楽
し
か
っ
た
し

凄
く
努
力
で
き
た
か
ら
、
い
い

経
験
に
な
っ
た
よ
♪
」あ
ぁ
、『
本

気
で
打
ち
込
め
る
何
か
』
っ
て

大
切
だ
よ
な
。

趣
味
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
だ
っ

て
？ 

「
う
ん
、
汗
を
か
く
と
毒

素
が
抜
け
て
、
代
謝
も
よ
く
な

る
の
🌸
」
は
〜
健
康
的
だ
な
ぁ
。

ん
？ 

料
理
も
趣
味
だ
っ
て
?? 

「
う
ん
！ 

外
食
す
る
と
カ
ロ
リ

ー
高
く
な
る
か
ら
、
家
で
は
ヘ

ル
シ
ー
な
も
の
を
食
べ
た
く
て

…
…
」
麻
美
ち
ゃ
ん
の
手
料
理

か
、
食
べ
て
み
た
い
ぜ
♡

ち
な
み
に
麻
美
ち
ゃ
ん
、
好

き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
？ 

「
と

に
か
く
優
し
く
て
大
切
に
し
て

く
れ
る
人
！
」
こ
、
こ
れ
は
ま

さ
か
の
？ 

俺
の
時
代
が
？ 

キ

タ
ァ
ァ
ぁ
ァ
ァ
ー
ー
！

　  

（
悠
）
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第
92
回
関
東
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
の
初
戦
が
９
月
３
日
、
国
立
代
々
木
競
技
場

第
二
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
本
学
は
早
稲
田
大
学
と
の
対
戦
に
勝
利
し
、
リ
ー
グ
戦
に
向
け

て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

Δେֻ࡚͚࢓Λܸ߈ʹతۃੵ

JAPAN CUP 2016

全
日
本

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
が
８
月
26
日
か
ら
28
日
に
か

け
て
、
国
立
代
々
木
競
技
場
第

一
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。
会

場
は
盛
大
な
歓
声
が
響
き
渡

る
大
変
賑
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。
本
学
は
昨
年
決
勝
進
出
を

逃
し
た
が
、
今
年
は
見
事
に
決

勝
進
出
を
決
め
、
12
位
と
い
う

結
果
で
大
会
を
終
え
た
。

本
学
は
１
日
目
の
予
選
か

らDivision1

大
学
の
部
の
競

技
に
出
場
し
た
。
演
技
で
は
序

盤
か
ら
音
楽
や
掛
け
声
に
合

わ
せ
た
ト
ウ
タ
ッ
チ
や
タ
ン
ブ

リ
ン
グ
な
ど
の
技
を
決
め
る

が
、
最
後
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
。
か

ろ
う
じ
て
予
選
を
突
破
し
準
決

勝
に
駒
を
進
め
た
。
２
日
目
の

準
決
勝
で
は
、
予
選
の
ミ
ス
を

修
正
し
ノ
ー
ミ
ス
で
演
技
を
終

え
る
。
１
９
８
点
と
い
う
高
得

点
を
叩
き
出
し
、
見
事
に
目
標

と
し
て
い
た
決
勝
進
出
を
決
め

た
。
し
か
し
、
３
日
目
の
決
勝

で
は
ミ
ス
が
多
く
落
下
が
目
立

つ
。
本
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部REESES

本
来
の
演
技
が
出

来
ず
12
位
に
終
わ
っ
た
。

大
会
後
、
主
将
の
瀧
川
（
英

３
）
は
「
や
は
り
決
勝
の
舞
台

で
一
番
い
い
演
技
を
し
た
か
っ

た
が
、
目
標
だ
っ
た
決
勝
進
出

を
達
成
で
き
て
少
し
気
が
緩
ん

で
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
っ
た
」

と
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
る
。
ま
た

目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
に
つ

い
て
は
素
直
に
喜
び
つ
つ
、「
次

の
大
会
で
は
決
勝
の
舞
台
で
最

高
の
い
い
演
技
を
出
せ
る
よ
う

に
調
整
す
る
の
が
目
標
」
と
今

後
の
大
会
に
向
け
て
語
っ
た
。

来
年
の
試
合
も
期
待
し
た
い
。

第
29
回
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス

女
子
リ
ー
グ
戦
の
対
東
農
大
戦

が
、
８
月
12
日
に
富
士
通
ス
タ

ジ
ア
ム
川
崎
で
行
わ
れ
た
。
リ

ー
グ
初
戦
と
な
る
こ
の
試
合
、

本
学
は
勝
利
を
収
め
白
星
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

前
半
開
始
か
ら
本
学
は
強
気

の
姿
勢
で
攻
め
、
岩
部
（
社
４
）

が
先
制
点
を
奪
う
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
パ
ス
を
繋
い
で
い
く

も
な
か
な
か
得
点
に
結
び
つ
か

ず
、
１
点
を
返
さ
れ
る
。
試
合

開
始
16
分
頃
に
は
さ
ら
に
相
手

が
得
点
し
、
１
―
２
と
逆
転
を

許
す
。
負
け
じ
と
攻
め
て
い
こ

う
と
す
る
が
、
調
子
を
上
げ
て

き
た
相
手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に

阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
学
は

得
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
め
ず
、

相
手
の
攻
撃
を
し
の
ぐ
苦
し
い

状
況
が
続
く
。
こ
の
ま
ま
前
半

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
と
思
わ

れ
た
が
、
巳
波
（
総
４
）
が
得

点
し
２
―
３
と
な
る
。
終
了
間

際
ま
で
攻
め
て
い
く
が
追
加
得

点
に
は
な
ら
ず
、
本
学
は
リ
ー

ド
を
許
し
た
ま
ま
前
半
を
折
り

返
し
た
。

迎
え
た
後
半
、
や
は
り
前
半

か
ら
引
き
続
き
苦
し
い
展
開
と

な
る
。
相
手
の
動
き
を
止
め
ら

れ
ず
、
次
々
に
得
点
さ
れ
て
し

ま
い
、
後
半
開
始
７
分
ほ
ど
で

２
―
５
と
点
差
が
開
い
て
し
ま

う
。
だ
が
後
半
14
分
ほ
ど
に
得

点
し
た
の
を
皮
切
り
に
調
子
を

取
り
戻
す
。
後
半
17
分
に
は
鈴

木
（
地
２
）、
続
い
て
宮
腰
（
地

２
）
と
本
学
が
連
続
得
点
。
５

―
５
の
同
点
に
追
い
つ
く
。
残

り
６
分
で
一
川
（
英
３
）
が
追

加
点
を
奪
い
、
つ
い
に
逆
転
す

る
。
本
学
の
勢
い
は
続
き
、
７

―
６
で
試
合
を
終
え
た
。

主
将
の
岩
部
は
、「
苦
し
い

時
間
も
あ
っ
た
が
仲
間
を
信
じ

て
プ
レ
ー
し
た
。
コ
ー
チ
や
Ｏ

Ｇ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
た
。ま
た
、コ
ー
チ
は「
相

手
が
強
く
、
予
想
以
上
に
厳
し

い
試
合
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
初

戦
で
勝
て
た
こ
と
は
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
し
、「
リ
ー
グ
予
選

を
突
破
し
日
本
一
を
目
指
す
た

め
に
も
、
ま
ず
は
目
の
前
の
試

合
に
集
中
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華キャンパスの華
中村 麻美
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第
１
ピ
リ
オ
ド
は
、
開
始

早
々
安
藤
（
総
４
）
に
よ
る
シ

ュ
ー
ト
で
幕
を
開
け
た
。
早
大

と
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
つ
つ

も
、
相
手
の
リ
バ
ウ
ン
ド
を
取

る
こ
と
で
点
数
を
重
ね
、
本
学

の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
む
。

続
く
第
２
ピ
リ
オ
ド
で
は
前

半
、
安
藤
か
ら
の
パ
ス
を
高
橋

（
総
２
）
が
決
め
る
と
、
そ
れ

に
続
い
て
本
学
が
４
連
続
得
点

を
連
取
す
る
な
ど
、
本
学
の
オ

フ
ェ
ン
ス
が
炸
裂
す
る
。
フ
リ

ー
ス
ロ
ー
を
き
っ
ち
り
と
決
め
、

早
大
に
10
点
差
を
つ
け
て
第
２

ピ
リ
オ
ド
は
終
了
。
後
半
戦
へ

勢
い
を
つ
け
た
。

こ
の
ま
ま
勢
い
に
乗
っ
て
試

合
が
進
む
と
思
わ
れ
た
が
、
第

３
ピ
リ
オ
ド
で
は
早
大
が
猛
烈

な
追
い
上
げ
を
見
せ
る
。
試
合

中
盤
、
早
大
の
５
連
続
得
点
に

よ
っ
て
同
点
に
追
い
つ
か
れ
て

し
ま
う
。
本
学
も
負
け
じ
と
粘

り
の
姿
勢
を
見
せ
、ナ
ナ
ー
（
国

１
）、
大
崎
（
総
４
）
ら
が
得

点
を
重
ね
る
。
第
３
ピ
リ
オ
ド

残
り
30
秒
で
大
崎
が
３
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
と
、
47

―
42
で
５
点
の
リ
ー
ド
を
残
し

第
４
ピ
リ
オ
ド
へ
突
入
し
た
。

勝
負
の
行
方
を
か
け
た
第
４

ピ
リ
オ
ド
は
、
前
半
早
大
の
追

撃
に
よ
っ
て
一
時
逆
転
さ
れ
る

も
、
本
学
は
粘
り
強
く
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
を
続
け
る
。
す
る
と
後

半
、
安
藤
、
納
見
（
総
１
）
を

中
心
に
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
一

気
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
そ

し
て
試
合
終
了
間
近
、
納
見
が

放
っ
た
３
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト

が
決
め
手
と
な
り
、
70
―
63
で

試
合
終
了
。
今
後
の
リ
ー
グ
戦

に
向
け
て
勢
い
を
つ
け
た
。

試
合
終
了
後
、
廣
瀬
コ
ー
チ

は
「
我
慢
の
試
合
だ
っ
た
」
と

語
り
、「
下
級
生
が
多
い
た
め
、

こ
の
リ
ー
グ
戦
を
通
し
て
経
験

を
積
み
、
一
人
ひ
と
り
が
成
長

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
主

将
の
柏
倉
（
法
４
）
は
「
今
日

の
勝
利
は
チ
ー

ム
全
員
の
粘
り

勝
ち
。
一
戦
一

戦
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
を
し
っ
か
り

し
て
、
優
勝
を

目
指
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語

る
。

本
リ
ー
グ
戦
は
10
月
末
ま

で
の
毎
週
土
日
に
行
わ
れ
て
い

る
。
優
勝
を
目
指
す
本
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
今
後
の
活

躍
に
も
注
目
だ
。

ୈ 92 ճؔ౦େ学όスέοトϘールリーグઓ

̋青山学Ӄେ学 ʢ　　　　ʣ
9 ݄̏日

̓̌ ̒̏

ʢ　　　　ʣ̋青山学Ӄେ学

9 ݄̐日

̓̓ ̓̐ ˔ጯٛक़େ学ܚ

ૣҴాେ学˔
̍̏�̍̌

̍̔�̎̏
̍̒�̌̕

̎̏�̎̍

̍̔�̎̍

̍̓�̍̒
̎̏�̍̓
̍̕�̎̌

ノーミスの演技で

決勝進出を達成


